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和市島いや1) 右肩今F~\~ 1;，、 ;fJ1-¥れ尚Aす

九怖〔宇角〉 持ll\~'1主智め宇ロレ
子「手、神炉内(下T協)め免厚lτ5't.弘幸再三恥守いるが、、

時bめよう IJ-~ .. も芦μ ~f ぅ )(..1-:.η い 2 めいを長幸咋11TJ.\'~

借地仇免孝弘事 4図l= rr'す。
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主章粋):.二|同宇?界主域協;lい工 ηIい'"2特!-:.色村包lzS乙彰三ト Tいし

こ4むらめ外野ち凶器寸1;.'l.有路判主(r) 11:、 r~~t干

カ?ログ」の r=220km J:. 1/古、Tι 11tI、三く ti-ゐ弘し Zいら。

(手 8る考n)

f r似品有恥比例料j〉

もわh i乙事長事均11g ベ‘ (r~~h ヵ 9 'p 7いJ トぴ「

中非民号ι も料非同?むのも~J 昔、う引用主恥 2 も\¥ I百1-

fあゐ. (予9主持照、)

g I材木与地Eギ平日時株主 砂防長粁;OJ

も約半11比%1::閉すゐ新閉れ手立件持レfユ下也?器約半

2いあ 11、もわ斗1";.I手沿い也%1工行いを総売ZH号、?主主か時

間折、ib育長三恥之いらが、祥事守 1::閉すゐ弘正|宇 t'J-ぃ。

(事10車初予)
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h r年わh?"jkl|)

年ぅ字(1979)!手r1885年ん1925恥日辛川也paLはわ-

M6件 Lの同罪トかい林事体需江の再調主一(以下「年うれ

宇ロゲ....I't..¥¥う。)"-、瓦め 1事ユト L 弘車レ r1885 与~1925 坪め

日辛の同?t:，もり(訂正 b神、主)....1 (以下「年t字合?ロ7い(前7

1l)」L11う。)(1982 ) ~ 7ft宇レZ¥ ¥ら。
ユ川場料~þt I~ もド「之平方 I}¥ M 6.0りゅ

声江漏トリムリエ卜する T::.め、 M5.7f豆洋平Lめ凶売以

i問主レ M5.8外下"-t J.勺T主体男二もH々トレ"2M 5.9 J.-)L...t. 0¥ 

体界もい事;レ 2いゐ刷、も章粋1::.も詠博秀2lzi乙事;三トマ

い rj-ぃ。(字11字削P、)
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(2) 罪判ι豆、体偽財事1~ "'I い空

「宇レ年丹内?ロ7・・-11 ~エゐ"- 1905坪神高岬神の予乱罪1:.η

い111罪科i室料主(入)=140
0

JO'E 比待(デ)=43。10K

M=62、稿!?と判主け)=220km、厚衣体神高山恥れい事、三恥

? ¥ ¥ ~ 。

も時m湾与争It-ï ♂ ~，:þ免れ私li ft1i-f主本ω1。な9乍

SIlレ、λのFZ争地悼1:.法主レ t-=-'J.弘津め厚手lι宣もタ左手憎め

中山、 Lレ2ぃT-:.o (宇3図 時限) 手作、ザユ十ユ四ド

め未完l下、 l手尉I-=-差イく「がらギめ与件511411シ弘知十め

宿所、幹回I-=-差λ、ι「立問¥¥ '2い与ドうず払ゐ。

r \丸信ι内向 b うい」め罪判i宣 11 、~宇体州市再!1J申t中 L

あ2.a1τ ヤががわらず玲枠半島情!エ¥1l-tレ'2¥'ゐが¥急事弘

め7tえトが当時め同男二宮粋什株台、う、 λ♂liZ斗!rt-:.
t -: :þ~存ずる工 "-1 字国枠ずあみヒレていん . 

r 9宇包囲ゅ売市‘?札寄 1-;.J:.ゐわい免え l下手 4 図 t~

Fす'c...J;' 11 <弘、あ ¥1、神厚長山平ず界えマ、 PF体 I-=-iιぃ先治之、、
?と厚E、ムi~ '2，" I字界厚o(按私)~口っマぃゐ。

汗示、事12私1::~，す究料開!の堅金 I-=-μL 、1905坪

も咋は旦立の7tえ!宇o'2"-~f レドゐ。
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実江草 0σ ~î包叫宇存在 ωþf..忠弘レド r=160km (r¥為弘丹内

?ロワンの厚手とは室料品i~ 字ざ‘♂ ~f 枠〉昔、ら立プュナュー

ドも事十字討す~'L.、下れ lユ手す閉 l~、式;ずら tvl= 5.2 ~ 5.7 

誌作 ~tJ- ら。

ム (10%) EXP i tv1k-0.00183 (ムー100)} 

M = 4.85 + 0.5 Mk ( :，可持)

M = 4.42 +0.46tvlk (削吟)

二三2¥ 1 :停車 (1) 

ム=r (市恥判主 r=160km ) 

tvlk: :可私的Lh-ド

M 5.9Y~んふ川也脅;'t. t2-彰レ 2 いZ. r半咋拘字 bつ‘、(も咋討

作).1tこ1905号神馬岬:中のゆ焦がiL予三恥 2いリ ¥1 二1レが

ら、 tvl5.8凡下叶件レ吃いゐ。

レドド司 2、1905判中高J岬3ゆめ t1!z.摩の免宇¥iz.宣l字「見弘

舟的t7"...1 1-:.よリ、れ主140
0

30〆北待43
0

10'、ミゲュ-1':1--

ド|守よニp&1;tずあゐ 5.8'l.. ~平 ~ilb レ T いる。
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恥叫がう200km件情的主リ凡!t01罪判江宣トv."7.. 7三十ュード

11、主 bレセ「与はわ?ロゲ(1979)..Jのはも咋問レ、予与え

令布トポ枠制やみl二司い τ|字「日キ林事件除外事」寄りL

t再栴島も枠開レ之¥1 ~ " 

( 

「年1立手育ヲロつい(1979)--1て'JfJ-¥1 .t..1i' '( ¥ 1ゐ同罪、保争j江

主、 2ついユ千ュード寄|字、主宇崎 1-:.r旨宇排宅地?aFb悲..11工芸
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ド(-:.司いマ 11r十，字カ字 bゲ」の¥&.~:f専用レ、 1926 t;;トヰ降11

「下也知枠;九l!"IC-:f専用レ之¥1 ~。
r J'f加持;3h時能干11~トユ恥 1-:. 1字「旨宇 1寸志め格

争地男二年事...J't..レ芝市手以来 ω枠争体実ユ骨、下事;三ト之¥1 10>。

手ド、 hL汗l下手私停め免:用‘未完1-:.I邑十計'-1診川手間が可

hizG4九三弘、;率三60kmι '1午¥，凶魚川刻字の米主台言じ

がい国主レド二 Lοじがら、 1926坪̂"1960年1-::.旨辛弘込め聞込

l二能生レドゅ尭め忠常事号、め阜市先立'r;-ぃ、 1982与I-=-r ~r­

iT回宇l寸‘止め主事下乱罪めま<.( 1926 与~1960 jト)臨界R梓%11冊
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1t-~1!l-t-=-党本WH.坪ら与ふ作叫民主主わ λ体実ユ|ユ司い君、
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の比手μ事13事1-:.jf，す告で、 ユわl工事弘 U 也prfr十閉めずー
?の主要世V1P抑制z与ιるわ零|宇lト三，¥" 

手作、主争体如何耳鼻1-:.も「三勺マ売札レをいゐ1792坪

j~r~ め:J.i!J..予おーい之 11 r与は事件 bワ"( 1972) -1 I-=-よゐ砂

♂長 1/r ;:'t}斗与主...i1-:.よゐ bめめ台曲、"lf:J.ιI-=-与ふるわ等l干
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( r宇佐美カタログ (1979)J及び「気象庁カタログ」等より作成、

番号は地震番号を示す。)

第 1 図北海道周辺の地震の震央分布図
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第 1 表 敷地周辺の主な地震の基盤での最大振幅

(震央距離 200km以内)

地震
震央位置

規模 震央距離 速 度 加速度 備 考
年 月 日 経 度

番号 M ム (krn) V(Kine) A(G a 1 ) i (地震名)
事毒 度

14日.6
214 1792. 6.13 6.9 52 3.66 67.2 後志

43.5 

-t 140.5日
1239 19口5.10.13 5.8 15 3.41 90.9 神威岬i中

43.17 

141日 h=極浅
512 1947.11. 4 7.0 94 1. 85 26.5 

43.8 留萌西方沖

141. 4 
240 1834. 2. 9 6.4 77 1. 06 

43.3 

13呪5 h=日-20krn
495 1940.8.2 7.0 144 0.97 11.2 

44.1 神成岬沖

140.6 h=日-20krn 
544 195虫11.8 6.2 85 0.69 12.6 

43.8 積丹半島沖

141. 78 h = 130 krn 
614 1974.11. 9 6.5 120 0.64 9.2 

42.48 苫小牧付近

142.0 
378 1909. 9.17 6.8 167 0.58 6.4 襟裳岬沖

42.0 

139.4 
渡島西岸18日 1741. 828 6.9 184 。.58 5.9 

41.6 

142.4 h=40 krn 
470 1932.11.26 6.8 169 0.57 ι2 

42.4 新冠川流域

142.6 h =40 krn 
463 1931. 2.17 6.8 189 0.48 4.9 

42.3 浦河付近

140.9 
380 1910. 7.24 5.3 67 日28 7.5 有珠山

42.5 

141.6 
283 1874. 228 5.9 13日 日24 3.9 天塩

43.9 

141. 6 
留萌沖415 1918. 526 5.4 156 0.09 1.5 

44.2 

141. 6 
鬼鹿381 1910. 9. 8 5.3 156 0.08 1.4 

44.2 

( r宇佐美カタログ (1979)J及び「気象庁カタログ」等より作成)
米体再事号 1239I事「昇平衿叫07".).I ~ ;P. • 
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第 2 図 和ιへ由恥ヰ

• . 

NO 年月日 i也鍵名 M A 

180 1741. 8.28 渡島西岸 6.9 184 

214 1792. 6.13 後志 6.9 52 

240 1834. 2. 9 石狩 6.4 77 

283 1874. 2.28 天組 5.9 130 

1239 1905.10.13 判i政問Ipll 5.8 15 

378 1909.虫17 襟裳岬pll 6.8 167 

38日 1910. 7. 24 有珠山 5.3 67 

381 191日 9. 8 鬼腿 5.3 156 

415 1918.5.26 留I出NI 5.4 156 

463 1931. 2.17 nli河付近 6.8 189 

470 1932.11. 26 新冠川副0:点 6.8 169 

495 1940. 8. !2 事Ii威岬れl' 7. 0 144 

日2 1947.11. 4 倒的E!l方pll Z日 94 

日4 1959. 11. 8 蹴丹半島れ11 ι2 邸

614 1974.11. 9 苫小牧沖 6.5 120 

( r宇佐美カタログ (1979JJ及び「気象庁カ9ログ」
等より作成、番号はi山桜番号を示す。)
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宅診

事 2 主 1792 坪'\)..たの叫停叫かも1f-~，t.

(15) 

「大日本地震史料」の「北海道史」によると次の記載がある。

『寛政4年 (1792)5月24日串刻(今の午後四時領)茜蝦
おしよろ

夷地、地震ありて海嘱を生じ、忍路に於ては港頭の岩壁崩壊し、

海岸iζ 引揚げ置きたる夷船皆漂流し、出漁中の蝦夷5名溺死せり。

" <に
美国 lζ於ても和人、美人の溺死若干ありしといふ。』

「日本被害地震総覧」によると、次の記載がある。

しゃζ たん

『小樽から積丹岬辺で有感。津波あり。忍路で港頭の岩壁崩れ、

海岸に引き揚げていた夷船漂流。出漁中の夷人5人溺死。美園で

も溺死若干。』

06 ) 
「十勝沖震災誌」 によると次の記載がある。

『寛政4年 4月24日(1792.VI. 1 3)申刻

北海道西部に地震あり、津波を伴い、忍路では港の岸壁崩れ、

海岸11:引上げておいた夷人の舟皆漂流し、夷人5人溺死した。

美国 K.於ても和人夷人の溺死者が若干あったと伝えられている。

ふるぴら

忍路高島、神威、積丹美園、古平では地震後海岸11:著しい干潟

があり、灘も磁の様11:石があらわれ、徒渉してそい、あぷら乙等

の魚や、しゅり、あわぴ、のな等の貝類をひろっていたが時の間

に大津浪がおしょせ多くの人々が溺死したと真澄は記している。』
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Date Epic回 ter
No. r 恥l. M 1.0恒tio~ Remarks 
CJ.S.T.) にEλJ 百J

1191 1， y1l 1 9L 06 E | 羽国146ro • 3 o 35・10' K98 2 1.0 5.4 丹控波減中仲部1192 7 1 20 35 50 480 4.8 7.3 Mo=7.8 
1193 7 17 144 '00 38 00 464 4.7 7.2 

陸十鑓前勝誠沖南神方沖
1194 10 18 144 00 40 00 346 3.8 6.8 9 1195 g 712 14150 37 50 358 4.0 6. 

1196 13 13 49 141 50 41 5~ 402 4.2 7.0 

陸高秋下金奥京野翠田神神湾国山佐神野附近

1197 16 18 49 139 30 39 50 220 2.1 6.2 
1198 19 17 08 139 50 3530 126 1.5 5.6 
1199 20 11 54 139 50 36 10 10 1日二耳 5.0 
1200 21 18 15 14150 38 50 188 2.4 6.1 

1201 23 11 26 138 30 31 10 236 2.9 6.3 

金越越下伺後諸後野国国山家神安部拶塚上附柑近近
1202 18 21 138 30 31 10 162 2.0 5.9 
1203 19 00 14130 38 10 220 2.7 6.2 
1204 26 16 15 13830 3110 .126 1.5 5.6 
1205 27 139 139 50 36 10 120 1.4 5.6 

1206 、彊 5 14 '28 137 30 36'10 120 1.4 5.6 

言宮根E藷寂室南沖京部都神
1207 12 21 21 140 10 3530 84 0.6 5.2 
1208 18 6 07 137 10 34 50 120 1.4 5.6 
1209 22 23 32 141 50 38 50 110 1.2 5.5 
1210 23 14 00 146 10 42 50 244 3.1 6.4 

1211 24 12 05 140 50 36 30 142 1.7 5.7 

水ヲ皇陵R弱声戸中高沖国謹か伊荻沖原附近
1212 18 10 137 10 35 50 132 1.5 5.6 
1213 25 18 48 143 00 38 00 530 5.1 7.4 
1214 26 16 51 121 30 23 50 1Z928 0 2.7 6.2 1215 17 15 134 10 33 30 2.5 6.1 

1216 28 13 22 121 30 23 50 204 2.6 6.2 

台型産話湾量騎東奇海島岸手神
1217 .29 13 26 145 10 42 10 388 4:2 7.0 
1218 30 9 26 138 10 34 30 134 1.6 5.7 
1219 31 13 22 140 10 34 30 170 

t42..5 1 75..9 3: h=230km(G) 1220 民 1 11 46 142 30 41 10 49・
1221 14 51 137 30 34 50 110 1.2 5.5 

E陸熊陸浦量江中前賀野漉国神水:首法這野附，jlt
1222 z o 52 141 50 39 10 204 2.6 6:2 
1223 15 47 142 50 3830 282 3.3 6.5 
1224 3， 2 02 139 50 35 10 184 2.3 G.O 
1225 6 17 11 136 10 33 50 112 1.2 5.5 

1226 8 11 06 133 10 3530 64 0.0 ー.9

鞍霞伯記i伊管躍的百出部近雲国中・部境
1221 9 15 01 13530 33 50 126 1.5 5..6 
1228 12 12 51 13230 34 10 248 3.0 6.4 
1229 21 22 00 140 50 35 10 256 3.1 6.4 
1230 24 2 08 140 10 35 5日 120 1.4 5.6 

1231 29 10 18 13日50 35 5日 212 2.6 6.2 

山実陣常飛提奥騨口5j>符加起仲沖 前賀国国境境

1232 30 20 42 141 10 37 50 106 1.1 5.4 
1233 23 21 141 50 41'50 184 2.3 6.0 
1234 X.21053 141 50 37 10 346 3.8 6.8 
1235 3 18 W 13650 3610 132 5.6 

1112n23R7 R 6 
4 8 14 141 50 

443151331目0 0 4324000 8 8 
7.1 

17nZ101552 3 1144005町0内 ・66..z7 陸>I~'畏手制目市1 
1239 

告岩
:20 2.7 6.2 報課血1240 14 H ti話 ~，‘ u ~U E6 2.4 o.l 

1241 16 152 141 10 35 50 134 1.6 5.7 

ヲ喪武房釧E罰躍I総路置活南誕南中部部か東方部抑予1-

1242 19 1 42 13日5日 35 50 126 t.5 5.6 
1243 19 . 9 09 139 50 35 50 162 2.0 5.9 
1244 24 12 47 142 00 35 00 324 3.7 6.7 
1245 28 18 45 144 30 4230 316 3.6 6.7 

• 
。

13志 忌たち前守口う、、
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{明治39)6 21 19 55 • 132.5 34.0 A s 6.0 l 6. 

E 71 14 39 伊豆大島付近 139.3 34.8 B v. 5.8 z 7.0 
6 U 17 16 福島県沖 142.3 37.6 c g 5.9 6. 
6 27 1 10 岩手県沖 143.3 40.0 c s 6.2 6. 
7 71 1 21 福島県沖 142.6 37.4 c s 7.0・ ， 7S/~ 7.3 (6 ) 
7 71 7 17 日本海T d 6'/. 7.3 
7 91 7 12 福島県;中 141.8 37.8 c s 5.9 6.9 
7 12 037 硫黄島南方沖 143 22 日 d 7.3 7'1‘ 
7 23 17 26 新潟県南西部 139.4 37.1 A VS 5.2 1 6.3 
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9 11 11 45 宗谷i中 143 45 D 250 7.0 7'1 7.~ 

10 41 8 14 青森県東方沖 141.8 41.2 c s 6.1 7.1 
10 24 12 46 静岡県;中 139 34 D 250 6.1 7'1‘ 6.7 
11 27 1234 白木海T d (6 ) “ 
12 81 12 08 安ZLt遜 1:12.H 34.1 A s 6.1 7.0 
12 13 25 . 1:12.4 出.0 A s 6.2 6.!l 
12 23 1137 宮城県沖 141.8 39.5 c s G.l 1 7.0 
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第 13 表 地震カタログ聞の比較

日本被害地緩総覧 宇佐美カタログ(1979) 字主1tカタログ 理科年表 地震月 報

四 暦 (1， ~):~，.~再〕 〔包~"締〉
t也銭

番号
地 名 経度 経度 径皮 経度 経度

M ム V M A V M A V M A V M A V 

緯度 純度 純度 純度 純度

1 792. 6. 13 140. 6
0 140. 6。 140. 30 

付 214 6.9 52 3.66 6.9 52 3.66 6.9 65 2.70 

後 志 43. 50 43.5。 43. 60 

1940.8.2 139. 5。 139. 50 13虫 50 139. 50 

495 7.0 144 0.97 7.0 144 0.97 7.0 144 0.97 7.5 159 1. 68 

やl'威岬沖 44. 10 44. 1 0 44. 1 0 44目 30

1947. 11. 4 141. 0 。 141.目。 141. 0
0 141. 020 

512 7.0 94 1.85 7.0 94 1.白 7.0 94 1.85 6.7 96 1.18 

留萌四方 ~1' 43.日。 43.日。 43.8。 43.820 

i:'. ...震央距離 (km)

v..・速 度 (Kine)
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敷地周辺陸域の地質及び地質構造
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/ 調室内容

(1) 1:新吉国童

期臨{坦のt巴賞・地震援活lて関すゐ主零時文献、には、北海主主

立地下室む震調勧7英行の円七海道の見要t)、工業主計苛院把頭詔
査前、 it;よ寄道穿i呉:1f浸ぴ、北海萱由也τ安足手話堂前でそ>fLそ;'IUぞ

(2)-(13) 

行の「主砂川児質国由良びすか月蓄J 、 jt;~~工業訊鴇器売〆11の

rlOo&のn也賞図福日ぴ説桐蓄J州、一工鵠安術提起き変調主
芦w官庁の faO1干の13也管図麗jMJiヒ岩手重開建方興庁の「夜干ヰ
羊畠の見慎ど拡木J(十K~寄謹主J世ー仁実療調査ガ7走行の「国語一
定山美見域の児墳と鉱木J(21/)工案成病院j巴震調書計約守の「百
志透明者団J(25~活断看研奨金繍の「目本の活折;暑J (2b)専がめ¥)、

こJi'Uうのまど段どによリ敷地国辺め見事室・見境種主をの概要ぎをjて援し

ている。

( 2)広域tt!!.質調室

教jぜの申1ぱゲJう半径ヨク仰の覧囲のJ也、文献、lてリニアメ〉ト庁、勿

教示さ札ている黒松吋位肥満今左舎め?学経ノ句会ク闘の控版、のj世帯・

地質樟おて1嘱する銅賞E実枢レマいる。

'知的調査は、さとレて盟主魁誓開設部の控Xr:J. 7j介の fめを

1ギ写呉と、国主足立雲境発行の施yて」ぎざあの f地形図を夜崩レ7

行、パ、教沼田辺のリご7メシト介前函El巨戒して¥¥ゐ。

貫主賢岳ぴ足震構主主ct，胆問調盈トて岐南レ7主任申写実とi桔夫2

日二千今7(})1 rf)j直行姐服用しマ、動ぜff)rj::ilけ力、ろ学協す/0仰

の記E置については合成\半経企守/o~sa仰の庭園は主争以澗?

屡圏辺についマ旭表足演説盆Z要虚し〆ていゐ。



こすめの詔丞告案否ぴ、だデjの起債図iて茎プい7毅坦EZ認の趨

ヌマ抗的 fめ荒f/r抱幻問、している。

2 詔藍語表

(1) 動世国立fのJ也事実

乱丸f英f1有7

教組の出l¥j、力、Jうギオ封切O/<m吃函の控減、Iてつのでほ城レFtA宮

ズ201'17-のfの旭愛国主第IrgJIて汚えず。

敷地扇辺lふ ¥yわゆる uグリーンタブ淀主義).tて麗し、究第三絡

の差髭器類を不要企iて事費っ?決心境広物lて富むßr~.三認め泥

雇か広く/ir柄しマレ¥ゐ.

敷地間近の旭繋ld:、マのあ柄の開数刀、今、敷地主各む積丹目

命前心児、南方のごセゴ・揮監・竿国有犬山旭亙ぴ府場、磯-，1f

山児Lてグ討すの叔ゐ。

(往)積再-主計心児姥域、

-t見沼iの山足立Q、丘陵の光襲ぱ‘ず「菊三足首ゴ新世のうた山

室、"J.:.詔指圧U漣護告、禽新世~ZZ羽柘更豹芭の ~l山岩、

、t¥M治Eミぴ娃護宝刀法域、lてわたっマ主主〈介布していん.ぎ

た、手要件当f島の団音t¥l'ハ内告の串ラゴ尽ぴ賢岳引山の呆れて

は、死者f三Lj、乙め差笹岩類。、1)、場撲it身掃していん。

(b) ニセコ・宮篭・卓掃火山躍起戚

事組員の'fミ心兇め児認さ、ずf第三l匂繍世~第四t己売新

世の ~J.J岩、犬山砕角物τ杓突きれ、犬山の国泣Lて目、主

どし7気品杷更新世v売新世内火山口要世物が介布していゐ。

(C) 狩湯・減1tf-，Jj児腿戚

本理焼、の山児の沼害者ぱ、新第三紀，t:p新世の犬山君原ひやうど
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詳岩の，fr析が、縁寺手で、めるゲ、殺笹山斑の東部にl芸、計三者三

氏Z存者f世~第回記更新't!tめy.::山若旦び、父評岩ど鮮新世n~藍

換をきが冴柄レ、 A考古奇心尼の天王手山菅院に ~cl 、ヲモ菊三えものき5

蛍岩類やフ新第三Jむヰゴ新世のj街要岩が拘布レτぃt.-.
要J2:内J在魁帝}てl昔、新第三え包鮮fT世の法務員告ど コ第四む

更新巴~売新世の綬ι嘩積物、 2奇JK地}藍積湖、 jC草原産積
::im等力、、、介桁レτぃゐ.

b 見質宗祇

敷地国辺め児境審理子iC!、τ止江よリえ第三応の暴笹岩類‘約
第三均月1新世の芽JE果者、古王手馬君坤居、内易者、鮪7巴の

野塚馬要、靖国花期恨の渋帯居先新世の沖惹暑|て&.~ざ

州ゐ.

教組頭誕の把協事F子Z涛I;表iてrす。この看病司、豪雪組閣

辺の新菊三系の疋損害キカリ第2茨lて斤、すcように覆再羊喜号、国

富一安心業児威主亨iくちい7A閥ぞlて組が於マJうl11cv¥ゐのマ:

ミコれのl.tt段段討し:('i'R5日レ予てるのずめi?
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(2)穀斑闇辺の地質醤主主

敷児顧沼の見事名皆遊ば、若笹岩の断J裂1-(.イギわれゐ火山噴tt:活動に

よフ7的票当帯主tPlヒlて賀佼色リよリ包容tげ、後期活動の己の程、よ

リヴト指¥jtてその噴古都{宜主務拐さ也ていみと考えり沢マぃゐ。殺円半

島におv¥マL在、売妻子三認の墨書差岩類Eぴ実行者三足時新世』判期の芽沼

票者乏ビリまぐように、〈よソ業rVv~色平熱誓Eび湖恵内弟;r~f，プ噴J疋

デ協'llく介析すλJti理旬が認めら-lLh.

主語曲

薮土埋めが1!Jj)、ら羊極的'YJI<初グ)売を註の宮頭、Lてつ~、て既刊のiTS分

のf、IO<了有の 1Jヨぴ2031介の!óつ)~黄函雷主要~tてfTJズレた諮芭

構造の広置と、言菌室lてょっ 7認めう、'I/t尺「要松町出世帯jの詔皆

揖遣の広~乏者2 図に元三す。t;Jぢ、間図Lて1;;):主主要Tよりごアズ〉ト

ィ主置を併記レてれる，

罵松岡Iさ疋帯以外の定場、{ごはん現主要品謡曲1]'、、月ご提夏'Jfて〆分明Lマ

ちリ、顕著な己の~;::j認めかれマいだJv'\.

、軍• .ðtミ内仕地帯~<おv、マは、弁者山平J寸立、要点白河J苛立芯び;;W実験

オの山池山担警部構造ぎか"ri7られる。

森環岬j守'iD，:::'Vd、岸堤)河熟誓;て祖当ずる要注何者のよ都暑中lて、
八IE-.sw方飼主禾:すぜ斜出が官附捜査が認めの札る。

5妻、松勾i寸近に目、天11、θつ(者斜4、)白斜引の謡曲標準ゲが

内科、こ汎らはイ6:.地帯l二活つLきぼ、八1-:s守加主点してV¥る，ごと
とは、文中の芸討すすめ萩オ¥q 1て歪ゐ手ぞき約/0/:711.の者斜揺遺乏出!な

Lてレ7、 ぐの両側に底ぽ困じ長ぎのl鯨犠22かが/フす土?と、手て?

ゲ;s"-グK明者衰の比類33規模のノト芝、づっ(者斜3、白斜2) 
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の種主主樺i室Yア左右、めJうれる。

叙菜!頚ざの山沌Lては、野最長累暑に相当寸る力、、口川市ぷ初雪中氏、

i吾郎化I-Sす剖の1)1¥規模7由自斜種選が認的られる.

王手、拡内イ主文立帯の濯詰主義笠J主主lて者第三忙の児書申Lてがわiltるι
めていめる。

D.立行唇
(?S) "帆3

「日本活断;醤J'-.~び「百本の活断層」、ーによÌl1.は1 敷地周辺

の陸揚iLて1<1濡3図、第aD耳目元すJク詰J註産活断?董益ぴリ乙アゎト

ヴ、7tぞれで1/¥ゐ。

をゆ軍兵の判読して〈よリ、敷地の可ゴHJ刀、の￥活保安ク初旬乾屈の畦

威レご拾いマ認めち礼たリニアx;ント-g寄こ合国Lてえず。

1)こアX/'トし志、余j盈のi損街安庚点三角末端菌、鞍音声、 1重線状、

のJfr寺の地形問符政ψ制約の程震を若薦レ7、E月曜震をI、E、

TIlIて区介してL¥右。すtdわら、 Ha補I'J者rJ=cンの、 1I1dやザ百時東成

己の、.llJ.Kt.河ごllFlJi1tJ己ので、めゐ.

:afJ端境 I の J)ユアX>~は、木市産1すの;在干干1J )嗣詔反ぴ芝核内J古河

帯l亡、柄場友立のリニアX;;.ト ~d、末吉;丹キ話北島の美菌、ホヰ守 "1周辺

広ぴ;票末広'f:f{出世帯lて、'fJf!R李友亜の l)こわ<>ト1<3'， 積持羊島前面の亙

一国富、清ミヰキ))1厨i豆、検在世威の喫す'IJ怠の東守夜び黒柱内他地帯

Lて認められる。を中写鄭j読Lぐよ¥)高官、ののれた¥)::アメシトと「日

本の活協誓J)ご詑高さすt:でいるリこアメ〉トの対比を第3表代末す。
支配諾i孟疋ぴ、~tþ~哀の利吉完結累ずら、主要Gリニアx?トと判断

し穴耗足、iff;.片1/1、炭RIJ1IWぴ黒す向巧仕把帯の身た葉、白炭果、白

)矢面、長でf都屈で了〈東iJ(力各 1)二アX>トの調主借果を以下にJf.1L

プd::lラ:正午千)1 )・白炭東・島タさ曲 .i更さ「音戸西寸{東)グ〉各リ二アゎト

-5-
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目、明#猿工、 J更さ4，，-:5跡のιのであリ、手芸迂・万そ列)11.較衰
の肴1)ニアχ〉トぽ、明瞭者E、長き/0帥りえよのιのずめゐ。
((1) 終廷のリェアメシト〈し-2) 

A. 女帝謂歪結果

岩内平野め北熱匡1抑止f兇と平野の療に、有奇襲l問、のSδ分
(z) 

の1.把質国橿「芽7[JJ'-jは1相手刀、ろ断者芝推定レている。

者援577回、 「ぜf麦J.，)ぜのb把に若すゐ約喜足形よ断書ピ

堆t{され、新第三三系山疋の前面に瀬tぞJEi天台z巴乏派っτ寸布
する終足a察署ぽ、この前種差点菌}て注じ、たJ訴状斑雄和町て、あ
ろう。断書活動の雨期l司立獲!てほ不調で'f;るZFLミ批を契機‘

乙レてを威主，，{(.1でとR5われる実短藤暑中にi言寄回記;犬山治殺

むきピんど会ます:ま穴、接誓阿南部で現似丈J;皮膚で寝わ

れゐのて¥時ろく更新ぜであろう。 Jピ益々 、長さ約91:肌の
出T暑を国1[:、している.

「百本活断層図J('困、 工誌の支段き引用したどし7、ご
と(Qj在廷若前著芝国芳三レ7いる.

「日本の活断虐Jでぱ、審議lまかか、、未し7ミ西?:暑を更)(.jヒ面

ヘ注長し、盃の療すげり]D畠の}ヒ面ペ歪るNW-S壬τ餌の長
さ16"官(3. r.活断著・の疑のめか)::::アX井(鹿野震1JI)Jとレγ
示し、町署名を「発建」ピf6ブげ、活曽霞を rcJとして v¥
る。断産系態lJ"酌護産て，;U地首賓の差}J 'fうl!IT虐の蔭走t~要iを

北東どしていh.

ば念物マの「開特例震と鰍j?初のJ也の
女高丈l之は、当安箇的lて国的嘗暗記載ミ此τn匂の.
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d 空中25実話j読点言葉

をヰゴ厚嘉戸j告をlてよ、λは¥ 「百本の活前覆Jlてず「ゴ-rt..(，いる

tのビレZぽ商υ1江濯の、重の東すかのgfl警のjヒ面lて歪ゐ聞に、

J更さ 3.5"，よ5畑、回月詳穣E のリニアXシト力1~'W.t也記 lぐ 2糸、

~:ぽ者131亡之本認めら、Ylゐ。 リニアス〉トのむ童三賀b国l守、す.

このうち、盈JI旬、ろ発足川 lぐゲヴτの山恕おて、ぽ、定柄語
煮のJドL昼夜炉、務ロ、三期支端君、語録;;tのそfゲ1)ごアメシト

を荷dIレておリ、千の長ざ~;\2三与の1)エアX)ト室、妻和ると、約

ヌよ周才、‘める。しゲし、このリニアX>トLてl司、最近め尚?雷雲

勢1~ffjf菰ブげゐ~，fi[lð認められず Jソ大ぎtJ起干渉ピレて決

王更さ札て v\ る老液晶賓のjÇ'謹続部助〕足形j:~:t祈耕三 q'尽U

られ甘心。品た、¥)ニアx./'トを境ヒずる尾根高度の京連続部

の晶君差l芸、発足)1/tFlう国醤の北面lてかけ7の平足音むの斜面

のtt;'語ピ比ペマ括処;:::;kさぐ、 騎駒iに〈、孟sRl¥J附J河て守f;fJて才宅

吉認足め片ろう札甘ぐ実芯Jゐ，

持jElljマ万国軍の北西1てかげでの平央部iて!.3、 ψ児ピ三区把

の炭!三三局末端面状、の斜面がおr、リニア尺>-トき橿淑レておリ、

=その長さはZ本のリニアパシトz連;1CJ.，るとJ句9ST況である。 し
ずい ごの余樋ぱ抑';]:1)i奪取初、、進んでいいゐoa:た、斜昂f反

びリニアx> ~を横断して弁相する足形菌Lてl司、最北の的意運

動lてJみと方えのオ(ゐ安佐ほ認めら.，)iたh¥。

ハ旭夜間撃を権主めJ笹黒

iせ授足筑暗室l亡ょっ('1衣f!¥レたリごアメント閣辺の地震国を

芸者ア団代、防署の杭》己主第d茨lてf亡す.叫お、文旦質居方子ぽ

7 



「覆汗与三塁きの史実と会長友JIて草加して山る a

リニアX;;..ト国:辺耳てr、認めJわうすれLた断-意害zミ穿F約すJ五るとム次芝のと1ちお3ラ、

1りJて

1リjごア刀メシトJ付寸i近丘で同、 f沼4冨庁貯「で、断;君喜需E援安を認爵‘め1穴そ1乃〉‘;z境寄田
妬喜書?z閃つて Lい¥ゆゐ遡釣下誓ぽ奇認号めJろうオ抗v心古ザ机へ¥. @ 

リニア)(>トの走信nっきぽ平行する凶ヤ量目、盤のヌお岸の安

ヌ (NO ①)、ヨ~)1]の申束郡cνO.@)&O"Jpデナィ dfB渇 (A/C? 
@)の 3 歯行rtめるゲ、こシl'Lウぽ互い同室提ずる乙ので~cttJ 

い。 このほかの断暑の走制目、リニアス〉トの1了間ι要tdゐ.

酌著lぜ剥オぐ変質主要けでいゐ乙のか、グダい。

(イ) 盈Itl"-"発啓dの山児節

リニアλシト}喜i涯の地震Eび見I質横遣の1お先乏以下lて託iit

ーする。

①重)'1 .....モヘル )11 (LA1)=7x>-ト〉

このだ威にB.古平泉署の埠覆告類、守山若;密岩i9.v" 

とi/{Iて賀入すゐ石契斑岩ビ担J岩の安入若手体ゲ令布して

¥ ，る.ぎ山岩治者ゆ君主入治広の弁昂域、崎氏Lて武百7の語

ミ主1ノ、左前段、レ7おリ、 これのに摂ま-tLてj草寺麦当数ウザ開1

す五j迫感~d 、野宮戸tp;ji('J;世形芝ぎして¥¥h.

リニア¥〉トめj仁田需を迂妥し穴1Tr置の亙111の河万葉・河

身iて.~çt、火山稔器夫君、;足裏奇襲Z丈、岩尊ゲ客dえして\\るゲ

首下島否認め』うれら「パ。

重)11岸揮のリニアう<>-ト三百v¥の)1¥文の申~よ来都〈図出

⑥グ)直線I::(O)β)Iて16工夫の方的lてほほ平行する比較的
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透詩段を花位主のC占JVい¥頃普夢断iJ介汎t百力

涼己忌言吉か/ρ'041，叫tのJ佐E置のE盃豆1刊¥1降丞流グρ〉宕芹Lにてiばさ、 直淫dケ~3C'/1Z. 

の愛会受鉱粧芝戸空教信司LYT雷2フuコフι略的鉱出費貿浮舎がま;ざめ

ら予1'lる.その足白l(j1)二アX>トのだ聞にほぼ:斡守すゐ

パ/白Wで〈減斜は60'S町、める。(村図 f) 

盈¥11刀、ろ髭め文l刊、吋7百費淀岩の大場莫主よ貫入苛俸

が身布レていゐ。 リニ丹<>-トを撞坂レていlol直志望校の1f

(③)、乏梗高1震のF連続部(⑥⑤)の庖置はCめ石英

克浩の南西縁部iて)~}~~窓〔していゐ。

リ=アXシトゲ言ぎの天王主流を横断するだ点の沢卦¥の河

床・河岸lてほ、百平累暑の工部書の題担Ej省と4子山省庁、、

信広レていゐ1.f閣:署ぱ訳、めち札す:断暑の存をを示唆す

る疋/曹のltしすce認めウれ毛hし

援の沢tヨ斧の沢旭形ぐ@)ぽ、震入岩均て挟ま、礼γ法

務岩美実JjifJ和すJ己主主焼、にめFてAoぐの支ズlてl宮、古平束、

雇のよ務警の'lr'J省、畏岩の豆壱力か、、整安然夜F交:と3身7布しマb、Jゐらa
ごのE砂》岩中lκて最大1燭首/必θ.ι80>回ペ?

3泊δ〉イ7♂2'0W85'禾Rす商鍾 ぐNo.ρ.の)ゲゲ、認認‘めのオれu六で乙a 断7君書lぽS 
捧塁穿勇、のL宅ざ「で、不H柄耳耳環襲!にて7拡aリ普前ij，米十孔t旦駒占校ヲ女:、ピ1ω込司Iつ?い芯ミ と力ゲ¥ 

Jβう霊絶性也L陪d投r叫δハ己のと敦拘!広断断1昨fミさ~}此J札仁〉己.

誼の;疋左岸のZ液晶売ぎの不準備)3C⑤H司、空中岩め

菅λ岩y:fιj主覆岩類の虎汗!て~Jtâ':""致レ(V\Jら a

② モペlし)11 ""v持克)1/(Lsリユアメ〉ト)

この史成、lてIct"芽沼~雇主どリミ主ぐよウ lて古平易事対、、
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月ご撃さぎiて覆って介舟し、てペiレ)¥¥ rv託!のふii!閉lてほ宇山

岩の震入ちj本ががわす(ゐ。

モペルi¥]左岸の三島末捕岳民の忍斡苦言(⑥)が認めfう

れ創立El在、百平栗暑の J5若者、と要岩の兇変寛存iてI~f~rー

蛮レていわ。

玉j¥ I右岸の三多「来鋪盈択のlき斜面(①)ゲ認められゐ

注墨ι芽沼津V雪の;託統告・間i号室定変色採宕ど翼岩-凝

灰岩の文ど覧境界I35igL-致してU¥JL 

リニアXシトか、榎約すJ5村近の王ll/宗派の右岸め非沼黒

j重め清紋岩学事凝沃岩申lて、粒却とし1と糧5ζ001町民7雇

(JVfJ.@) ゲ吉Z1めJうHtる。断者の主ぱ定期 •At-'葉斜叫ん1(/0• 

W/?O ・てヘ会応lて案提'7K変質色安げ(~\ゐ。曲t~~d.上官f

iてチT析する綬立湛積捌老切っマいたJぃ。

1 )ニアメ>ト冷遇遁する主、¥¥I左芹の安ズLぐ¥a"、葬沼'#著

の犬山諜弟下ミ岩Q.O'凝灰負球岩か令指レτ'"h. 

この安次(①)lて時、 リ=ア×シトヒしおぎ同じ走伺 (ty

32~30.W) の凱、品目集中部ガ訳、めら}孔泊。な宮、安沢右

寄の火山夜寝辰治'rj11亡、走市1. A頃斜ハノ白。ξ/、52リVV!の?岳

3C7tZの断看 (IvO.②)が認めか0.Jてか:防暑の走耐レヨリ

ニア式〉トヒぽ居直安している。

王、111の左岸からヂモ足¥1)の右岸安浦:Iてかけマの乾田は、

岩望ぎの嬉訟が恵〈、鞍部(@)、芝根室炉支ーの末、霊続蔀

(②)忍び直線;氏、の任(@)のポ国ほ日月ろか「ぽ7詰引

か¥把質;氏況か、王、)11，[ごjiEど間Vであることかの、主、)11

門
川

u



ム

ι間様に宗主(7K痩質帯ヤフ事jオL 百三を申吉P~，5与央したものと培

をさ，flん。

(0 )発建)11へJ国富iヒ由の5J2-.見EEP

デそ和釘マチナイグì~手呂場iておいτ、 リニアλ〉ト!っ;j(;;:q:

符する夢jオt回収の問看(んI:!.@)ゲ認められた。前零はよ之江

iて令府する瀬j天的産境特定切フていfci凶。また、;の的脅

-=EJ企そ乏し?と症星iて予をな守/SD尻、 j家"12'v 3.r，屯の持i情。、、

ず〉リ、ごくで、~質き緩索レ九措果、存怜K選壁面lく1;1後ばす

る独標ノ何?匁面左捧威する磯署やシjレ.ト唇ゲち分布して l、る

が、ぜ心には断固虐による要注目立認めわ*L.i'dv¥。(1寸図る)

ニ.その'A~調室の結果

荷足)Ij--v国雷の北昂の約忠吉ロの斜面下Id:第回，句，曹iて表わ札

-rni)、 γラ']1立露頭調室が困難で、、あるこどかJう、更に足形面
詔堂、点~I}ふグ、、調室、弾陸是主探堂、管磁波探堂主要主主して、活。

(イ) 文台~亘富賓室

をdプ奇異の子4jEをと主要把頭蓋iてよってJ初更した実足¥1)今、ろ

国富の北西lて勺、げでの平沼害問地形菌，分荷@さ顎8O"!てjf，

す.調賓の結果の杭亭色以下K5とtょする。

1 )こアXシト!)翼前レて介相する却者在在雷、ャチγイ盈

D例型機/何併面のいず引のJ巴形菌lても的脅安j立を]f，IJ::ぞす

る安泣地形)<1認められrd.v¥0 

ヤデアイ面目、ヤヂγイ)11石津6i'ぴ、再定111JE、¥lて吉正く分布

す'h穂高 /O~ /40711の瀬校児面て¥知認の罵!v何万え旅雪でい

揖析さ札て川ゐ.ヤチナイ面目ひ℃此を開祈したj可在ゲ張

- 11一
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株)¥ 1下375て叩覆面lく覆わ礼マv¥るので¥ヤチナイ芭の形威

主手J何時三"，3方昇前ピヰさをされゐ。

核保 1M悦屈は、ヤチナ/1)) 1左岸lて弁相する評語句~

/$0明の廟tt沌屈で:砂原・ y)レト看"t:t受注する角~垂脅

務暑さ犠均;ざすし、山第様付近で国ヤチすイ歯よソ高位lて47和

レτ¥¥1;;。ま?で、君主足11)よ流にla-'マ手ナイ岳t糧点、する定
積物lてよっマ切ウれわ¥る-t受語症の務tt却i生め設立重Tず
あリ、 こ抗力"，~虫梶/呼1"1l面{て約比 :T3}もると羽J前さオuむのでへ

d虫採/04骨t 爵~c1.ヤエデナイ i岳占ソ色1\足形菌ビ者えのfkる。

法採 /O(J. 押E面の砂城主手{{~dまも章受‘野面(治6右耳前〉に列布、

する己のど希えJうれる.(寿者海丑変動乙見f移面)

(ロ)ポーリシア謂直

¥)ニアメ〉トLて直安すゐ完了向に堤防裂を預げてこs-Jt!!.芭て苦T

Z併のホ:ιi)二/ア調宜乏実抱レマいる。 ìt~ιリシア掴童3打線乏

済少図↓て、者捜j線の兇質図左第/0図lてf立す。調査乙倍栗の概

専を以下レて夜~rする。

;J:.'-I):，-プ調査地匿の差金;tt;i菊己i:Gのうた尿道QVY..1i平岩等

でめ¥)、こ>ytを療っ 7扇田紀の説伏見7在積刺穿方、、弁和しτ
L¥Jら。

差室主形状、峰、山側かろ平野J妥iペ'(j)ゐ0<虜斜しか必か、:

2-2、z-3， 2-(1-"(})3地区て、¥)ニアxオの平野副 20~三U引寸

近lてJ捜斜安捜部ゲ認めJうれゐ。しかし、減斜変換部の山城'J

ビ腕IJの基盤措戒する児撃をほ問U乙めていめ1)、さのlてポ、

ーリブゴア澱果等↓てよっても断唇の存在E示竣する側更ld-

認められ1泣い。

-12-



• 

2-0)ぜ区のJ七二1).>グ}てよ">l1 léf~ 穀定肉の連組綬frjfl環

唇(22土3す茸以前)~て対比すゐとき元ウオth フフ〉べ、ツ

雇が基告ぎのよ Lて直海弁吊している。;f)喜ほ、凝灰、質の，~砂

Z主任ヒLパ t佐知3持ったもので、めるのま穴、 f児毘グ)(5) 

孔の互協1天沼壇積書蓮若吉ロの向勝膏のよ厄の高垣土管tPにJち

妊レマ L¥fて木片のす女請すj生炭系主判明'1慰霊td、設J)I隈r干の4
万年を超えているごとかり、 ミの害の形坂時期K54てn芋以
前と若えの1'lt1J。

扇;fX把娃平実居申Lては、明域主よ銘薯¥e!Jdどん乙"誌のわ札t;J

いゲ、部介的にチ7相するシレト、秒、ヌ~J;灰、調極主芯ぴ、

~、渇金百戸等の地管l弓変位きをけ?いゐ鮫{贋B訳;めのれt，Jv 、図

。¥)弾庄波探査局ぴ賀誠;gz探萱

リニアメシトLて昼突すゐ寸伺め差勝白いに4測線芭設定し、

弾也安探査尽び質成農探査を実裡レている。探査浸燃砲置

を第ヲ図1てftす.岩波j線の弾'$皮速度前面国忍び、電破戒深

霊前面図色事11図l亡、肴者の弾JR会長運理ι児貨のす守比を第

S~をlて7亡す。調査結粟の夜零色以下に託sitする。

リアXコントi屯{[Z"ほ、 f濯、J線lておLづる署名b管(3~5竹d

看)~てし引t速度請が認めりKt甘い〈ビ力、Jう、り=ア>C> ト

lて沼っ τi車従すゐイ在iま芝帯がf与在するとは考えわ北九，J"¥， 

甘お、リニアXシトの山側 Z(])-v350叫及がち短調JZQク"-aQク静

の事S署 (2州銀)、若寄ら著して'，(J全速度物百足めのれるか、、、

VLP持(:5 ~J)tlll)の電波白IJ用し1て壁主張度探査結果に

よると、こすtめの低速壇場l司、江にfシ比J古庶民r:l'JtrAl差lて顕

著~、Jlほ認めわれてい甘い。

- 13-
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ホ評価

cn 彊)1/'V}さ足)I )の山見和

盃11)村美ざめ¥)1司、げ?の心賂ロlてld、手さ廷のリゴプズ

シ下lて相当する前審ほ認めら、Kず、リ=アX>トほだ繁資界、

夢'11ヤt豆長J:I1部や薦FK表貿帝!-::.{:f:う差別J委食旭形芝友吠した

亡のと判断すゐa

(ロ)発;llll~ 国蓋広屈の平j世話コ

ii:二リ〉ア調査、弾昨夜1探童駒)J語累lてよると、リ=アX>ト

|て樹当すゐ断層のお在を青空をする児質構誼leI認めウれず、

把京把頭銅賞、:tt!:形画調童話め婚主要刀、うHて己境由幻1長期

め脆者活動芝府刻る働浸ほ契約らH-'L7昔、1ど判断すゐ。

<b)ポ特1)のy)ニアXシト(し-!:;)

λ 11諏謂量る哲芳三

「百本の活説得j では、示許l i)盆担問め北西部1て w-~ ~ 

tVE-SW方自の長ざ4酬をD百釣暑で、あるこビゲ庭事ぎだよるの
(確実表njとし(Ji-し、断:膏泊乞「ホヰヰ111酌害」と右づ、

け、活動療を fBJどレ了いゐ.~行居形態l<ll古前置患で:更

新世末と岩えめれる潮天沼屈のEF雪差刀ち約書の薩初夏n:tヒ
曲、号tlrr者主こ吉押tιレマ'v¥h.
7すお C の~刀、の女献、で営該薗計lて断:曹を斤二レマρh 乙の

i吉見きわ宅;Jv¥。

百. 空字l1f:長判事ヤ志呆

を甲写翼手j旋1て占.rL!e!'、 「回初〉活断書'jIて#芝孔て¥¥る

εのと ~ãlぎ聞U位置に、長ざ約(/ 1<71l， El月輝君IのリニアX>ト

力、"2.2主主差是して夜、めのオlh.))=以外めf宜置主顎12国lてア亡す。

-14 -
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ィ芭児i安iグ〉リ=アズ〉ト(むほ、差益良ぴ〉ト崩状、理主費dZさぜ7

L\ ゐι考えろれる窪;j'K~の土也市万、Jう屯っマいる。中だ袋町!の 1) ニ

アメ〉ト(bH在、中見制屈の麓jだめ文明勿ち屯bるのでめゐ。

来干千¥11のリニアベ〉トイ寸4の旭mぱjえτの様式国lてF亡すぶうに
A、 B15 (j."6グ)3姥Tγ区!て区介で寸為。

A一一色足内例記tKcJ)?色地
β一一--tl;jtl (C)と1iざf也CA)(1)閣の山務官斜面

ι-----m-f1 )}閣'r!，-:g J{ 1.リd.(9ト強山dての心旭
A、5、Cの斑f惚の員執e11餅初実線どたよ¥)、リニアX>トと

し7判読さ~る。

リづ予;kbJ
也選

ハ間Zを魁箕踏査の結果

対安委児要提言童lてよリJ官反した荒井¥)}のリニアx>ト閣辺の兇

質図を場3園i之芳、ず.

7ぜぢ、逆襲看芽ほ「国管定申3皇班路、の土也質と銑採{'~(1)1て
挙初tし'(.¥ゐ，

オ三児風、では、畑恵肉j黒著書iて相当すゐ梗如亨雇主詳のそ'fJ.J室主質

〉とJ.;声被告暑が差置を芯レ、山見却で↓ざそぎ山部位、力、:イ丘把

静て"~&BJfl棄・うルト看ï7"\~rfL 芭スケ垂t;frlて薄い、要lて心暗力、ら

む愛読3てaぱ主主主出藍関炉、寸vうを祷って1t¥ゐ。

RJV 



.‘ 

" 

¥ ):::門片付itrtてJ'(}全般に癒頭スアコト¥41ぐの申才、己l七時、立

寄dぇ;伏、鰭が、d:ぐ、サ=アメルピ畠イ守すゐぞ了間め3箇対↑の突で

ほ、前著~çJ認めら、礼t，Jvヘ。

J 評 j面

1)=アX>ト仙の山兇4引の綬斜面てほ豹境乙定申豹ぜの守

山岩賞、よ心員採き雇!J.、イt1光線J1く18茄威主主手重加ど老えめれる

嘉日活更新住吉の砂採・がし1)喜が狩'1¥1し7ぃゐ。

i)こアゅトバ)ばめ岩噴火山声援宕層切嫌・シル雪の

遺産1どの地質梶狩古立にイ立置し、同暑さ湯量遊関初芝草く霧

フていゐ.この怠差tl;c!、 1目立芦岸と老えわれゐ乙のの、をの政

因があきめかで、r;Jv、こ ιかぞう、 との足下深部lく明白層力、海証す

る可括性t乏者~てき 7宮内。

このことかう、 1)二所〉トぐわ lて担当すゐ断暑の船壬が建、

定守札、涛田定後期lてお』づゐ;吾朗j世は舌定でぎ7辺、、己のと考

えうれる。

山1也礎!のリェγりト(b)'d、新第三定時十芭のそUJ老質火

山島機定と、第国託費新世の4子山岩溶岩のJ莞持て@ぽ工ー鼓寸

ること ~O\'乎占右洛岩ぽ 1)ニ向。ト似合だ媛IJ Iてlet7Z.<分布し

怠いことかぞう前;蓄の存在Id芳?と難い。

したがbてリニアX>ト(幻ぽ岩質の差いlくさ芸ブ‘く差8'.H号舎

を反咲レ7ぞ乙のど判断する。

- 16-
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( C)用手Jli) 0)リニアス〉ト (L-IO) 

A、 支献調査結果

「日がの活断者jでは、慢す'0苦の京宅問ち決別11)のず成i亡

歪ゐN!VW-SSε方却のプ更さ/2k初芝 r;部t誓ρさをのめか)==

マ×井(居室真夜且) J としてJ.::r:し、断;看告を r~~J)qJ ど色

づげ、活抗安を rcJとレ7、¥ゐ。宮据形争点新吾妻て¥山

歩揚療の差ゲ正う1新著の隆起測を面としていん。

íJお、このf~jj\の女献て当絞首計I~ffi'潜在示し(¥¥ゐ色の

i在見当ウtJv¥。

ロ‘各戸さぎ裏表j競指栗

を呼写実弟J静tfぐよ，((1ま 「目がめ活断;喜JIてf千ミ札てハゐ

ちのビレぎぽ商υ位置lて、長ミf約ア脱皮ぴ'i.CJJOTnの靖時要且の
りこアえ〉トか、Z本主主主レ7認めウ札、ミ、1iti皐)ぬノbどぞの長

てr~ð約/Z/11tで、めゐ. リニア×γトの広fi.を芸評/q.'s[ )て示す。

県l!tllのiノ=ア×二ントtet、ヱ売すリ)IJの丈沢平野区千の詞四県の山

旭芝居1す1.>¥量期丈の斜面かろはる志ので:斜面!d宇や醇防Tざ

;ltτおリ、ま?と斜面τ|ぐ弁加する定形j宣[1ては最近の面下警護勤
によると者えのす1)ら安J也Ia:認めわれ1日ν¥s

醐初リ=アX>ト)6、剥盈の婚制妻宅更決、錦戸等力、わtJる

ぜンので樹昌は差しく断材芝すtておリ、期邑の下守lて典主ずる

/ゑ斜宣lく18"1新妻1てよるまbむを号h;-fv\Jら技立母~，J認めの孔1日ぃ。

ハ、旭長Jぜ賢官室の結果

演すIJll¥のリ=アX>ト国辺の足蓑図を第ぱ'OIぐ汗てす.活h'、

- 17-
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迫要/喜子準ぱ5坊の7地質図雷「話再」(11)iて/朝九しで山ゐ，

リニアX>ト閣注1の越さ室L言、主宰喝、内累/誓lて招き会する民主子署・足

乙r野成熟誓lて担当すゐ荒苧U11 J暑が、とちlて北北西の走朗で東側

A20----dグJ頃斜す局間斜種遣を末していゐ。¥)ごア><.>トは、

ほぽ見暑の走伺と同υ寸朗lて認めろ札ゐ。

1)ニアXニント対立工て、ほ、主直前て齢者藷顎E認め?ぞかい、ぐすも

の~à:\\ず:札:1>望書 2C5lfl以下の ))，境撲な乙のて‘めi人連縄陸ぽ言官、

められ芯vヘ。

ニ.詳細

茨列11/のリニ以外のうち東側のリ二アメ〉トl呂、演到叶暑の

建制方向i亡割析さ汎た河全産と学jEifJ:てぎすtゐιのて、、めリ、副則
の1)ニアメシトは、機在唇のそ[lJJ者質犬砕岩と与Jレ}省雇E旬、、

府 dllJ看のl，8j治、在F岩層との起要境界に泣占星してゆとと刀¥

与、リニアχ〉トl立岩貸の蓬日iく墓って差別委長色足捜し7そ己の

ど手~J首Tすゐ。

ぱ)歌烹のりこアX>ト(L -/6) 

「百本の活断居」で時、再だ動ゴの者向、Jう黒北、同町の白炭)1]

の申流lて歪1;)/1/-$完了削の長さ/2酬を「活断層の療のあるリニ

アわトぐ居突堤且)J乙レ7示し、断事右左啄素」ど色ブ!大

活身震色 rC J乙レていゐ。
「目玉Fの芝前者」マい庁、さ守(γ¥¥るよの酌雪Id、酌曹形態lel:断

膚震で¥山地高度の差刀、正う断層の瑳走己須花束どしτいん。

Q
U
 



‘・

ワを持コ2Z妥判読者京

55ヰコ三手莫判読lてよす1JJ、.' 1"百年の2吉野雲Jrて点て芝、れている

乙の ι t.ã~~'商じ泡置に、手ぞき約/0"初、明疑者且の\)こア'X> ト

/)'認めのAイゐ。号て安の¥)二アズ〉トを舎丸、黒J志向社j包帯め主甘

1 }ニア'1.>トめj立置を菊地図lてftす。リニアXシトL式.1だと平

曜の境界都的立宣レ、一部iご三呉来諦&ずが今以ゐぬしかし、

三宮末捕直lおな1)醇i前かまんでおり、ま?と、斜君τlて黙霊

すゐ顔t:t.巡回ílrt境線斜面iて l吉、義丘の的;雪童書11~Jiらと君

え今flゐ安広rd認めJうれプヰvへ。

ハ j也宗主空気E賓室の結果
迎表1ぜ填踏萱lてよリ J使級レr~累松阿佐児主告の足質図乏等/7

函]て元す。当お入兇葉署王子ぱ/07!iタ?のI.把要図垣「寿都」ぽJ

「畏て了制 f均)て善~している。
較棄の))ニア)(>トの財!の中封勝i句、黒拡7有署めよ、下

辞書のJ務矢島諜若きか、分前レマいる。

リニアメ〉トの白則の牧野lて¥a、湾初再警のす吉ひ暑の砂巻、

厳岩、萄E舵のt妥丘珪覆初、馬新支出草者三瓶ぴ差鎧j告主宰均等

かう今布レている。

1)こアて〉トドtlIZ'V;;L4箇i1Tで加害湾関ず認めウ礼てU¥ゐ省

ミれのの酌看ld"、位置、走問、線併方、め討て晶、1':.連続す話

乙のではrJν¥ρ

ニ評福

1)ェη 〉トl在、新車三J乞誓乙若手固定唇のIぜ蓑魔界反ぴミぎな

- 19一
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同;警のτ音戸彊と頬淵暑のτぉ暑の足働党符寸立lて{立豆レ7お
り、歌敷〉リニアX>トlJ、岩墳の三塁い!て差って差引要食ち友

映しRιのビ判断する。
ce) 白完全、更のリニアメふト (L-23)

イ 女献言語?童話果

「百不の活断?重」 τ、同、要松内灯のイサマナ'I)1 1力、Jう奏活¥)¥1 i 

1て歪ゐ!v'-s苛回の憂きょ慨をEP吉田予嘗ていわるこど令官室実ぜ
εの(濯実理1)Jじしてf下し、宮下雪白色「由演果的雪Jど
ゐづけ、?白書域主 i8Jどしている.性rr吾防長5LdJt左前零産、長

。泊場斜(瀬J湖沼が崇ハJ嚇われ蔵均的ぴ子安立芭め憲1

Y費差か月う断層の種間花田、安江量む"，;3.フ併としてV¥ゐ.

4調a-t7'(27)ぽ、 「百本の活部喜」め白安索前君!て文すする

前壱露頭Zτ白淀川!の比岸で3菌汚t(露頭A、13.C )終更し
吹としておリ、〉その摂主r!(j)ズのピおリで、ある，

「塔頭AIC!附害差lて直交する断面で，2O'7Ylの閣で‘兇署スプン'0'

Wかろ&ク。 Eペヒl号J或斜す/;)顕著tJ沼回樟護ゲ諦めわれゐ。

露要01ず、充実ちはさむ白色精工署警釜石J高突き害等グ.~~ ;f 

力、i')..Lの選差1mの逆的看で閉め札て、品。ただし、出賓の

よオ3i:委書5~J戸門司者l て rJゐ。持顔 CJ在、ぐさ\)~害、結主啓、

ローι噴組;土壁専刀、¥剖力、Itょの，宰差会ク仰と1!50刊の並前著ては
閃』うれていゐ。 J

み摂活力、f市、 「票松内信勝の活断著」しておv¥て百対前

者(($)ー②)の項だ飼急信号ミZ穀皆レマぃ私マの稿写fihえ

のどあ、リで‘める。

門
川
》

ハ
/
』
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白

「白炭前種目、む斑‘J丘児の堤.fHてl6-主主也す:ィ丘北諦め

甲ち定h苗t曹で、めゐ。約審形穏1<1逆むき(佐〉断看差で、首「
者の閣担lぐld.顕著括支t!.f移面倒場動が認めうれゐ。ぐの断承認、

結党滞の中安部亡泊っ7埴定ぎオ(ゐ岩沼商(脅か棚)の粟安

部の一部力、、切断し7ともので沼運曲!CA半勺尚替と考尤ゐよとかの

でゆる。宙博雪は長さ(/.mt、平均要主江速攻ほα3vO.cf吻ωヰ

でδ私の活折震でみわる。」

口 を申主検挙統結果

宮市写真判蓄をLてよれば、「日本の活断看J1てFRf了北でいる亡

のとほぼ岡v~江置iて、長さ約.，5 mt 明諦方1のリこ向井ヴ幹部、

めわれ1;;.リニ7ラ〈斗時、厳1丈湖面玄禁止江さ也ていると方えら

れゐ差;肢の主主的。万九Jつわ¥ゐ。

八、問表児質猶室内緒果

白安東の1)=アゎトの副礎!の丘下動産心地'(1立、議倍、 2地‘

泥宕等かめrJゐ頬桝曹のτ部重力、、身荊し、県復'1の地威iて1<)、
Z城、シレト、;寝皮質シ)レト唇等方、φtJゐ者団見、己更新ぜの白炭

者ゲ介和していゐ。

， ) :::アX>Nl'JI[61)頼棚昏め下都者申lて峰、八I#W-SSE寸起の
哲斜益ぴ冶桝構遭ゲ認めの此ゐ.マのよJ立の更新ぜのさ長著

の変形民ぴ段丘埴覆刻、火山灰種別官る地形面の京校、t，d.ぐの

禅闘運動乏"&J1史し?でちの乙老文られゐぬ

イサマi1l¥j中戒左岸の轄頭(付図ア)でほ、白鳥暑に瀬捕

者の下都層ι調和的樹齢トグ認めの}代、ぞの工庄の段丘埠積

物の限局地形面Lても坊ちが忍んで~¥ゐζ判断されゐ。

ま 7ミ‘リニア~/ト付近↓て日栢苗 lてイ単っーてまじ7でど 7考えられ

. 

円
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島

る面積1]も菌庁f(ω③、③、③)認めわれる.ミKめの断君

lð、位置、走信1、 ~ti費斜かろがマ互\\して連続可る己めでlë11d.い

と判断されゐ。③、②の前者同、吃オ(ぞれむ洋lきかげ実現し

7て需頭B.C Iて相当レ、リ=アX)トと位置現ぴ走両か~Iâ'~夜

し、有国託費約ぜの白堤看を切ってい~~とかろ白炭的壱の

活動時 I(;~と空間 lて邑じた間君 ζ判断さì/t.ゐ@甘政③、③の

断:ン曹↓さよ症に升相している犬中氏看を同っておめず， ~ 1で、

これののlffr脅同酌曹搭頭の調査函(付図/1) ~てït.すように、

いず札も閃皐し遁躍のユヒイ果的法面て濯認さ札たもので、めるゲ、

その飼い梗的問視1)の法面て"(elJi需のわす(毛Jぃ.②の歯槽ι白茨
雇色t刀フ(v¥るか:凶曙の走加か、1)二月〉ト lて問lぎl童行し、

昨月自己のて'!eitdV¥.③芯び②の藷費のよ位lて弁和する犬山

灰喜のブイショシ・トラソ7埠ィL旬、き測定レ穴結粟、それぞれ?2i

4"'S耳、 la!-3ざ詳の年代1¥亘ゲ遁』うy{l'(y¥ゐ.話料の採取』立

軍乏付団8"-9 Iて.fRす，

=主~ )iffi 

地震児童書踊童Lてよl-l1.J式 1)ニア尺〉ト闇辺に拘吊している顎団

結期怯の白安看~ο潔白線材-穴山氏看ì;)、溜曲塁雪7を

友岐した乙きえられる進積悪遁乏デ亡しτ¥¥ゐごと力、ろ、リェ
ア.X>ト応在の沼将来者仁、lく前著jJ'准をされ約IO!)!:.手約え角て己

活動し大可絶世かあ1)、メ今東lざすむ、白爽断号l引色沼帯のヰ2

安部|く沼つ者斜組め果賓の一都庁切断しFて己めで、、若纏血lて

洋うB趨の活断看ピ考えマ¥'¥ゐぐど力ち、チのよ吾新野期tCt境

回定後期すで、忍んていいゐιのど判断すゐ.
8.1で、与更さl〈つれてIcH委述する白茨位前審ヒ主立直童話lてめ

-ー
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ì) 、出資形脅さ.~ぴ淑l6l専か同じときえ iつれるごとず乃在校国

断書乙合也、ミJt<.tt端部fJ沖積奮iで襲われてL¥ゐくと主意ガ号、

レ78T1t.乙する。

(f)白炭E立のリこアメニ〉ト(L -?d) 

イ.女献損章信累

rB$の活断種」でぽ、黒松内町の由実の壊す1"(N -S:;):自

グ〉畏く!3i:胃tsr活断;雪でめるよビブア濯喪主Jιの(産実境工)J
乙し視し、撤老ゴを「白細菌曙jビ右つ、け3吾被乏rt3J
として¥'¥る，前ノ量的容は草寺由選で:開剥詰岳民、出原ぴ足立面の

覇者差かろLÍJ1i蓄の薩超能乏問、~{主霊芝10へ羽根として、、る.

今製ほか点、 T嬰括判佐沼E告の3直前署'J1てわいて白堤前ノ歪

ー ぐ(三〉ー①Jの援挺調宣治累を布告レて、、ゐ.前?膏形態疋ぴ、反

国害時「白安東町;害」ヒ同じでめリ、問看td畏ぎるnrz、平均

委温主事f'letoa...ω骨う/1000穿で5般の活動壌でいあるどし
ている。

• 

口、 宝甲空手妻刊百叡33栗

~t1ゴ写裏利競jてよれ Id\ 「百$oり3E断書Jbて示てされτ川る
己めどほぼ言il/'AII&.lて、長さ約主問、 F月号ぞ震工のリェ丹<>ト

が認わウれゐ。 ì)ニアX>ト困、あだ児亘1~び法立面左褒苛立さ

士主ていPらと意えりれる差肢の児帯刀、Jう1Jっマいる。

ハ.士ぜ表児質障をの結業

白焚自のリニアメ〉ト付近Lては正案吾、砂岩、完若き等刀、ろrc};{)瀕

桝誓の下部者と窮回J乞更新ぜの白痴誓グ〉分布し(V¥みリニ

アx>トの東側の瀬概要の下部誓司ゴlてi立、リニアX>ト1てLd-ほの

， 

ヲヘ
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ヰ弓守すゐ安全十沼ぴ副幹樟遣が誌のウ以、千めよ位の更者?世の

由、素子誓 !Jo~授主主主穫物・犬山茂喜lて己謹醤 lて祥ったときえの

オ(ゐ変形が認めら~;?

リニアじトJ寸it;てl司酌雪思索は誌のうIIirJハ。

s手陣

民安田の l)=-ア×ムト段、自主ぞ東西j;賓と歪i在涯渥lてめは富士

雇的怠Y;(j‘列国争プ同じど脅えめれるこどから、ぜの活数時

期lç}~'回記後期まで、広んで tいJむとのど判的1る。畏さ lてつい

てほ白安東釣警ピ舎の也マBl:.mょ錦町寸ぷ。

、(8)長;f.自ゴ白方(東Jのリ=ア>Cト〈し-37)

イ 文献調査結果

「目本の活齢脅jてIcJ、長古都町索闘の岸1布。、与衣田)¥]の

τ流iて歪ゐノレルE-3SiV方却の長さ(jlo'({をr;自前r雪でみると
権更さは1ゐもの(鐸実妻.ll)Jビして示し、断層若を下妥ず

部面才(東JJピ右ブげ、えう初夜を r13 1ビしていh.断層的
権lð~乗胡差で、既丘面の番護差す7φ齢替の隆起剣士面、安位

雪量吉正i)7lG乙し('v--..h，ミ王子と、河町7綬立函L守票ヘ要盟し、首T

看~すの海滑安立tð白川線月レネ\bι記載レト¥ム

メ今解lぎかは、 [漂忍羽住地帯の〆菅直寸唇」においてfそでfSF前

看((0)ーリグリ提起調宮古家主主要旨レl'¥ムザの者荒事政どの

とおリである，

「長石部時曹司、広陵l{.lrt把のla'lg'混界TL走る;迎合唇て¥

見方移の京.~の形眠、lて丈きく頑与レてい/d.国t重県長さら内

平用禁担還産品、。、ゐ~ O. 71うう初耳て、、B級の活動場で、hみ.J 
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。

百 'l:;>r)ゴzf裏手J託箔累

をrp空手持j筑lてd1ft1cr， I百本の沼産官JIぐ売〈川わ¥h

tのとほぼ商υ?lI~民、与をき約3畑、制域安 l のりこ7づく〉ト

ゲZiZめウオ[る@リニアメ〉ト 1;1、坂生直l:l:U'、立隣庄中だの窪ボ

の足す争力、長うiJ.っτぃゐ。

ハだお巴壊諸堂の活果

イ受て了吉戸西方〔東Jグフ¥)二アX>-、トめiヒ訴前首fJ¥てl搭桂成覆物、

i)二JX>トの面授tめ丘竣J庄J;j也て!品、頬棚r雪の下部署反1)'授

丘浩索湖、東側にlef;tf1.積看がヲア布レ:r¥"¥為。

リニアX>ト付iI:-ì てI~、 菌断守雇昂ぴ、慢捷胡を河禾ミす長諺害畏頭i司司訳-めう札

rはJふ、へf

吋るが~ -~-~乞携;)X:すゐ授丘業譲均の看握盆lおまほうK平乙J!-Ic.主

ぞれゐ

ー評価

長宥静面守く東jの¥)ェアメ〉トは、 1白羽余雀あゐv'I8.1日河

侯左足干移EZi:吠し7と己めと判前ぜん。

7ぜ志.P7詩さほかのす夜lてdlftは:周辺の担Tちの定使静hY<1て
闘与レ1てB*~Iの忠商宇誓1了、再往するとして\\る玖)/安lて断署刀、、

存在し活費1し?と乙Lτ己、教沼刀、ろ乏くその税標品、]，ふに

じずの、教沼iてJ;5Cます動響ゆJJv、ιめと判断する。

• 

• 

R
U
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(3)火山

1t.海差に1$7世紀力、めの犬山咳犬託銀げ持って、¥ゐ力、¥敷児国

辺』て時頃〉ぞか守ヒ鐸とされて、¥ゐ丈心1さも;SV"¥ a 

第固定lて活動したビさかlcy\る火山のうち、費穿~4委掛布、の史

新世代力、lフ7活動以ぞ乙ざ~て\\ゐ色めに、単概lJピニセゴ犬山

群がめゐ.し1アレ、こ~ろの犬山ほ還時耳表(27) 穿の吏献、によゐ

ピ遇うたuJとB守政l:てv¥叫川。

また、還まの犬山活動すれたと考えられる丈原光'&(j"昨下火

砕加の有布疑掴IJ教兇!て尽んでv¥fdV¥"

羊滞幻ぱ、援在のととろ火山涯の旭震、域主主音折、山頂部3の寮〈

蓑常署め~山.;1生の異常頭進I(Î会〈認められず iI: V\将来活動すゐ

とιほ培、¥ど意えの此て、¥ゐ。
ェιゴ犬山群玄構成寸ゐj首電山 C!Zl2町、岩内岳 c/M6帆)、

J て7;;1支Î~I) (;118筑J、ニセコアふ叉アリ (I.，J()r;制J等の活動可期ほ
半滞心のぞwtよリ古く、 ζれのにつ、¥""(0息、将来活動すt;>~'と

ほほ、、ヒ者えぞうれてν，h.百方、単語夢中1;1射尼の可ゴ心力、の向東約
33同t、ニてコメ:山群のうろで揚る毅迎l℃島、主主内白神オ約;/2)(-叫

lてイ立運Eしてv¥ゐ.

‘' 

。
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3， 若手考吏敗、

( I ) 北海道立地下資源調査所 (1980);北海道の地質、 60万分の 1

北海道地質図

(2 ) 斉藤正次・上村不二雄・大沢穫 (1952);5万分の 1地質図幅及

ぴ説明書「茅沼j、北海道開発庁

わ) 土居 繁雄 (1953);5万分の 1地質図幅及び説明書「定山渓」、

北海道開発庁

(4) 藤原
そう'"、し暗

哲夫 (1954);5万分の 1地質図幅及び説明書「壮渓珠」、

北海道開発庁

(5) 太田
と〈し暗んべつ

良平 (1954);5万分の 1地質図幅及び説明書「徳舜瞥」、

~.: ~ 工業技術院地質調査所

(6) 根本忠寛・対馬坤六・上島宏 (1955);5万分の 1地質図幅及び

説明書「古平およびは幌る武b意い」、北海道開発

庁

(7) 広川治・村山正郎 (1955);5万分の 1地質図幅及び説明書

「岩内J、工業技術院地質調査所

(8) 太田
"ぷ~

良平 (1956);5万分の 1地質図幅及び説明書「虻田」、

工業技術院地質調査所

19) 土居繁雄・松井公平・藤原哲夫 (1958);5万分の 1地質図幅及

ぴ説明書「豊浦」、北海道開発庁

(1α 国府谷盛明・土居繁雄 (1961);5万分の 1地質図幅及び説明書

かり-"と

「狩太」、北海道立地下資源調査所

(11) 山岸宏光・国府谷盛明・安藤重幸 (1976);5万分の 1地質図幅

及び説明書「島古丹」、北海道立地下資源

調査所
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(12) 山岸宏光・石井正之 (1979);5万分の 1地質図幅及び説明書

「余別および積丹岬」、北海道立地下資源

調査所

。弓 山岸 宏光 (1980);5万分の 1地質図幅及び説明書「神恵内」、

北海道立地下資源調査所

@ 。の 矢島澄策・古館兼治・陸川正明 (1939);10万分の 1地質図幅

及び説明書「寿都」、北海道工業試験場
。

。ョ 矢島澄策・陸川正明 (1939);10万分の 1地質図幅及び説明書

「長万部」、北海道工業試験場

(rl，) 工業技術院地質調査所 (1968);20万分の 1地質図恒「岩内」

しりベし しままき いまがね

(1万成田英吉・五十嵐昭明ほか (1965);後志国島牧村一今金町地区

の金・銀・銅・鉛・亜鉛・マンガン・硫化

鉄鉱鉱床、北海道地下資源調査資料第 98 

号、北海道開発庁

(1か鈴木守・藤原哲夫・ニ谷利勝 (1967);:長万部町の地質、長万部

町

(lq) 斉藤 昌之 (1968);:積丹半島の地質と鉱床、特定鉱床開発促進

調査、積丹半島地域、北海道開発庁

倒 市川浩一郎・藤田至則・島津光失 (1970);日本列島地質構造発

e 達史、築地書館

(21) 斉藤昌之・杉本良也ほか (1971);洞爺湖東方地域の鉱床、特定

鉱床開発促進調査、洞爺湖東方東地域、北

海道開発局長官房

(22)北海道立地下資源調査所 (1974);北海道北湯沢地域の地熱調査、
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第 1 表 敷地周辺の地質層序

地質 府 序 主 日 岩 質
時代

i~ 濫原堆積物

O/C 料s海 浜 堆 積 物

第 新期火山噴 様、砂、粘
新 積 l民 錐 堆 積 物。

出物 土、火山灰 安山岩熔岩・同質火山砕屑物

世 層 羊蹄山扇状地堆積物

四
‘、 羊蹄山砕片放出物

火 山 灰史 洪
紀 段 丘 堆 積 物 軽石流堆積 様、砂、粘 軽 石 凝 灰 岩

新 積
湖 成 堆 積 物 物 士、火山灰 熔 結 凝 灰 岩

世 層 扇状地堆積物

鮮 安山岩熔岩 安山岩熔岩・同質火砕岩

新 野 塚 累 層 類 際岩、砂岩

世

新 安山岩熔岩・同質火砕岩 (貫入岩類)

神恵内累層 砂岩、泥岩

中 流紋岩熔岩・同質火砕岩

第
玄武岩熔岩・同質火砕岩

貫 機岩、砂岩、 安山岩熔岩・同質火砕岩

新 古 平 累 層 石英閃緑岩

入 泥岩 石英安山岩熔岩・同質火砕岩 石英斑岩

紀 岩 流紋岩熔岩・同質火砕岩
流紋岩

石英安山岩

世 類 安山岩熔岩・同質火砕岩 安 山 岩

茅 沼 累 層 砂岩、泥岩
玄 武 岩

流紋岩熔岩・同質火砕岩

先
粘板岩、砂 石 英 IX] 品主 岩

第
基 盤 岩 類

紀
岩 花 闘 閃 主主 岩

一一~不整合
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敷地周辺の新第三系対比表

N 

I 

I 

神恵内累層

敷地周辺

(本調査)

古平累層

茅沼累層

野塚累層

砥

層

群

古平層群

定山渓層群

国富一定山渓

(長谷川小

山内 1978)

西野層

山

倶

安

層

群

知

、E
1
i
l
-
-
t

i

也、

t
1
t
1

ー

l
l
H
1

茅沼累層

積丹半島

(斉藤1968)

神恵内累層

野塚層

神威累庖

古平累層

J ， 

表

孟よご
市川 藤田・島津 (1970)

領島 長万部 積丹半島
~吉岡~今金

上
下部

鮮

部
鮪川階

上陸費庖 瀬棚層

新

下

世 脇本階

部 ガロ川層

上 北浦階 黒松内層 黒松内層

t 

中 倶知安居

部 船川階

八雲層 八雲層

中 女川階

新
自符層

音i~ 西黒沢階 助四郎沢層 古平周

ムサミノ沢層
訓縫層

下 台島階 吉岡層

世

由日
西男鹿階 福山層 茅沼庖

2 第

• 
。

~一一不整合
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第 3 表敷地周辺のリニアメント対比表

地 7 メ ン ト 日本の活断層(活断層研究会、 1¥初)

明 長さ 敷地からリニ7
J極※ 

確 長さ
J世i 名 称 瞭 メン距トの離中(止心k皿ま) 名 称 実

域 度 (km) での 度 (km) 

積 L -1 E 3 28 岩② 威 光 寺 断 層 E 3 

丹 山地部 6 
半 L-2 発足のリニアメント 直 7.5 岩③ 発 足 回 1 6 

平地部
島 9.5 B 

。 L-3 E 3.5 25 
赤 L-4 H 5 27 
L-5(.) 
赤井川のリニアメント

I 4 23 
岩① 赤 井 JII 断 4 I 

L-5(b) I 4 
層 I

23 
。

L-6 E 5 27 
L-7 直 2.5 25 

L-8 E 2.5 20 
L-9 4 19 

磯
L -1日 民別川のリニアメント E 1 2 25 岩③ 民 grj JII E 1 2 

L -11 田 5 32 

L -12 E 5 37 

L -13 皿 2.5 35 

谷
L -14 皿 4.5 39 
L -15 E 4 46 

L -16 歌棄のリニアメ ント E 1 0 37 岩③ 歌 棄 田 12 

L -17 E 4 38 岩① 湯 grj [西〕 皿 3 
L -18 皿 4.5 38 岩@ 樽 岸 皿 6 

L -19 E 5 42 岩⑫ 月越原野断層 E 2 
黒 L -20 田 5.5 43 岩⑬ 九 連 山 の 沢 皿 4 

L-21 E 3 44 
L -22 E 5 39 

松 L -23 白炭東のリニ 7 メント 5 41 岩① 白 炭 東 断 層 5 

L -24 白炭西のリニアメント 5 41 岩③ 自 炭 西 断 層 I 5 

L-25 E 2.5 41 岩⑥ 熱 朝日 断 眉 E 2.5 

内 L-26 
E 1.5 

43 
皿 4 

L -27 血 4.5 45 
L-お E 3.5 48 岩③ 蕨 岱 断 居 a E 4 

低 L -29 H 2.5 47 
. 

L -30 黒松内西方のリニアメント 国 5 48 室② 黒松内西方断層 E 5 

L 31 蕨岱西方のリニアメント E 6 49 皿 2 

地 L-32 E 4 51 室⑤ 知来川右岸断層 a 阻 4 

L -33 I 2.5 50 |室@ 知来川左岸断層 3 

L-34 皿 5 48 

帯 L -35 E 5 53 室⑤ 長有沢川断層 E 2 

L -36 E 1.5 54 室① 双 葉 断 層 E 5 

L -37 長万部西方〔東〕のリニアメント 5 59 室① 長万部西方断層〔東〕 E 4 

L ~ 38 E 3.5 59 室⑤ 。 [西〕 血 4 
L -39 旺 5 64 室⑬ 中の沢断層〔東〕 2 

※日本の活断層の必の項で、②・③等の数字に付した岩・室の文字は、それぞれ岩内図幅・室蘭図幅を示す。
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第 4 表 リニアメント周辺の断層一覧表

茸頑におげる性状
断腿

~号 断〈M婦mの}縞 変(m位h}t 断変梢位に地よ形る R切有H四断妃附の無
12 司区

定向.'"斜 回断する地 M

し細古平位砂鍛川岩 上船内時 1fr~，断ま"'筒上栓とし、方は断はり脳給薗土れと及は判回状r断湾F曲nさとしてい
① 
N60-73'・w/

10.8 不明な '" 
しる岨 4曹の 顕を欠

38-72・8W 、不明瞭 割 なるこ(Hum) ，と¥から辺続は担い 札る，

② N70・E/4S
0NW 6 " " 

緑古平色碩諜層灰 上8sK4

岩(Hu t .5) 
砂 高白甜色全枯土体が強度の凪化を受付てい星日

黒古平色泉頁層岩 上部局 断刷面は褐鉄鉱で汚民さ札、捧褐色
⑤ N巧・W/(J5'・8W 四 '・ . " を給呈土すは中る.程度に田崎.(Hum) 

@ N 8"E/48・NW 25 ，憎 . 頁吉平累居岩 中部層 . 露頭全体がゆるんでいる.
(Hmsh) 

⑤ N44・E/百・NW 15 日 ‘' B古定平紋頁果岩岩質樹砂〈よ貿H凝凱U14灰M2岩J . 枯土は中程度に固桔，

@ N由‘E/問・ 約200 水z平Omに 鹿にさ野多才叫帯少沿侵ん食でい 健古下平知省撲層'"れ/:抗Fk綬沼t，泉省け届 " 地度断払層摘の沿断のズ細分いレそ菌布にか生然か水らじら探水変て質鉱平い方のるし向坑、と判賞遺に断2跡2史氾館あされ位mり.程露る支
いる. ( Hlc 

① N65'E/68・8E約 120 不明白 しヨ筑uFc波沼t泉岩，，絹}げi下古暖〈平邸H岩線腐1， 局} 'ー 破昨郎に'.黄鉄鉱肢が留められる.

@ N40'E/田市W 羽 " " 
模古平泉漏岩 下'"絹

" 開口割れ且状.恒持部は匝桔.
【H1 c:) 

⑦ N85・W/6S・SE 日 . '・ 茅沼諜届 (侃k政t，岩け '・ E給Z碩土全は乳体灰がR白4色水.変質を受げ、脆弱化.

⑩ N岨・E/伯'8E 110 d旬 断侵ん層食で沿さいれいる.凹に 杭古平紋累岩層質震下灰(H角錦l繍撲e岩} . 枯土は中程度に固桔.角醍餌は密で
ある.

⑪ N咽"W/問・ 8団 " 
，砂 茅旅沼絞累岩膚質凝灰岩 ， 断とるに.膚乏い磁断うし盾時べも、帯tきま盤鹿上と状帽い舗.にをう段よ結とみ土丘り.化.堆然か騎が進水膚っ連変がん質続でIl!帯性い;， 

(Klr2) 

⑫ N60'E/S2・NW 3 . " 3火F沼山鉱礎層資灰【岩Kt r2 ) . 国砕部は流水により幅2-3国間目。

⑮ N65'E/63・NE担~田 " . 茅灰石礎3認招角E灰集安.. 層岩山皆岩、、同同質質火昆山 '・ ζの断脳に平行して政条町断眉あり

【Ktrl) 

⑪ N岨-E/80・NW 犯 . . Z石eF警沼英告諜安層山岩質霞灰角 不 明割札白状の断届.角隈部'"団結，

(Ktrl) 

⑮ NSO'W / 70
0N E '" 

不明 " しAgFE沼山裂皆崩貨車要(政K角t，鍵25〉2 " 
あ枯土る司は国結，角E里郡1"中程度に宙で

⑮ N70'E/7S'NW 200 . '・ ZkFg沼結累凝灰層岩
" 
給あ水る.変質帯(枯土化帯}状のもので

(Ktrl ) 

@ N国・E/70'S E 約4皿 . . 齢明ないら状殴な態6り宇で都.露であ頭は全U体t、.が割ゆれ目穫馴祭
" " 郎かず るみれ

ゃ ある.

@ N田'E/田・SE的忽刃 . . 2旅F沼蚊累岩泊 . 熱あ水る.亙質帯【枯土{包帯}状のもので
(K tr 1 ) 

的4田
全全ft.体体に純水変質を受1;、民褐色枯土

⑫ N剖‘E/66'SE '・ . 'ー . 
にbろく、硬い枯土ft.

@ N日‘E/7lJ"NW 臼 . . " " 
枯土ー角e史郎tま厨結化していてる
露罰金体が弱い凪 を呈E才 、る.

断は庖うに平行すてぴる割隆、連れ雄織続目性的多にい.乏断騎酒@ N45・W/75・NE 却 . . w M ねっτい し
上師会段丘及 隔がIl!ヲ.

@ N55" E /叩E 1田 . . . . 凸枯び土包tこ鑑はと堆中む程f.I度層がに1固Il!結う。.不上邸釜を合段函丘は及凹

@ N田'E/田・8E同4田 . . 玄武岩(Ba ) . 割所れ々目に集集中中偲}で〈領あ5勺&てm程、度塁手明のなも断の附が(岩脈) ではなL、

@ N5・W/田・ 約5田 . . 省石平英泉安絹山岩中部M '・ 領明貼土江5四断化c届とmmの聞..は罰震)微をな受殴け降てい〈侵る.殺幹は

(Hmd) で1:tt.H、
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第 5 表 弾性波速度と地質の対比表

層 序 速度 (km /同 c) 地 質

第 1 層 O. 3 ~ O. 4 表 土

第 2 層 O.6~O.7 扇状地堆積層最上部・風化土

第 5 層 1. 2 扇状地堆積層上部・第 6層風化帯

第 4 層 1. 8 ~ 2. 0 扇状地堆積層中部・第 6層風化帯

第 5 層
2.5 扇状地堆積層下部・更新世円磯層・第6層風化帯
(1. 8) (低速度帯)

第 6 層
3. 0 ~ 5. 0 火山岩・第 紀層
(2.8以下) (低速度帯)
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発足のリニアメント近傍に認められる断層 1露頭スケッチ
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A 

記事

jフ

f十

A 

N740W.5208 

企

茅沼累層凝灰岩
企 A

N780E・480N tJlれ目沿いに粘土化。
N64

0
W'80

0E 

15 

玉川一一一一一一

( 57年7月のスケッチ)

玉川右岸の"発足のリニアメント"付近の露頭の状況。

地質は、茅沼累層の凝灰岩とこれを不整合に覆う段丘堆積物からなる。凝灰岩は全体
に熱水変質を蒙り、幅800cmにわたり粘土化が進み、脆弱となっている。断層という
より、熱水変質帯である。担11点 7-9は、 N400W'90。方向の割れ目(8hearによ
る)が顕著である。熱水変質は特にtJlれ目沿いに行なわれている。凝灰岩と上位の段
丘堆積物との不整合面は凹凸にとむ。特に、測点4-7付近の凝灰岩脆弱部では、侵
食のため凹んでいる。

10 

白石炭酸塩鉱物介在

A 

A 

A 

青灰色

A A 

A 

A 

A 

関口、ゆるん
でいる。

段丘堆積物

割れ目 N500W.90。 断層状の割れ目、青灰白色、
軟らかい粘土10cm。

熱水変質作用により、原石の形状を残すも、全体
に緑灰白色粘土化。特に割れ目沿い著しい。

5 

平行~網目状害11れ目 N40
0
W・90

0

(8hearによる)、 5-10cm間隔
ぼろぼろにくずしえる。

L一一一一一一」
〔粘土を伴

〔粘土を伴う破砕帯〕

850
0
W 

l う破砕帯〕
【粘土を伴う角係部〕

凝灰岩は苦手lれ目が多く、全体に角傑状を
呈し、tJlれ目沿いに熱水変質による粘土
化が進んでいる。

836
0
W 

定向・傾斜I(倫無・モE月)! N400W.900 鏡 肌I(有・傭)I 
代|変位量I(有・無.~砂川 |条 線I(有・偏)I 
~ I m"t J.;!1!!'l!{ I上鍍:凝灰岩 |条線の方向 I(I)明瞭|師明瞭 1接する地質

|下盤:凝灰岩 |表層被覆層のりj断I(有・6母)I 

|断層の規模|勇一目..j.........恒.↓首 位ーー・ 拭
rl""""""--'''"........ I断層粘土 17 cml (Q駒・ Lj]・疲れ色調( 青灰色 ) 

._------------- 一一一一一一一一ー~一一………-

。測点

層| 幅 |断層角傑 390 cm I (緩)・中・国結).傑種( 凝灰岩 ) .径 ( cm ) 

a I (800 cm) I一平副 ~.;~.......:I 平行な嗣討議ë7~f 娠に届P二孟 i⑥Int ) 
| I WX 111- '，t]' I V~"" ....". I網目状の割れ目密集(@・ h!P (熱水変質による)
熱 水 変 質 I(伺・無) I全体に熱水変質し、粘土化著しい。
露頭近辺の変位地形 I (有.QHl))

付図 5
。 l 

t 
2 3m  

玉川右岸の露頭スケッチ(断層番号。)
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E 

小断層に平行な割れ目が発達し
岩石はやや軟質化している。

派生した割れ目

(N450E・68"NW)

条線 (N450E'
30
0
8W)が認

められる。

記事

玉川左岸の"発足のリニアメント"の位置する支流の震頭の状況。

地質は、茅沼累層を権成する凝灰角礁岩と火山傑凝灰岩である。面下半部の割れ目は
顕著な関口した害1)れ目が認められる。図上左半部には小断層が認められる。図下半部
の礁をまたぐ関口した割れ目は傑を変位させていないこと、条線や粘土が認められな
いことから、割れ目と判断される。図左半部の小断層の主要な断層面は、侵食により
条線が不明瞭になっているが、派生した割れ目には数条の条線が認められることから、
小断層と判断した。この小断層 (N60

0
E・52

0
NW)は"発足のリニアメント"の方

向 (N60
0
W)とは大きく斜交している。

火山傑凝灰岩
淡緑灰色。傑径10-30.m。緑灰色の火山礁よ
りなる。直径 1-2開白色鉱物の斑点を有す
る。

定向・傾斜 (偏・無・不明)i N600E・520NW 鏡 肌 (偏・無)
代 変位量 (有・無・6て明)i 

線 町田表
接する地質

上盤・火山様凝灰岩 条線の方向(!l明瞭 N 600E' 2008 W 
的 下盤・火山礁凝灰岩 表層・被覆層の切断 不明
な
断層の規模

項目 幅 性 状
断 断層粘土

...・・・・......._-・..._.....
(軟・中・硬).色調( ーーー)o C/Il 

---..・・・・ーーーー・・ーーーー..-・ー・・・...._--.・・ー・ーーーーーー・..
(緩・中:面語).操選了 ー-HE- ;;-ー径1・ー一ー一 両7・『層 幅 断層角礁 o C/Il 

----_.・・・.._--.・・.._-'・・・・ーー・・・・・・・・--_...
平市語l泊宮駅(~y 娠に福王ジ二日語:⑮1 ・・ーーa 

( 3 C/Il) 被砕帯 3 C/Il 
網目状の割れ目密集(有・無)

熱 lk 変 質 (有明)
露頭近辺の変位地形 (有・伺〕

小断層 (N60
0
E'520NW)。リニアメントの方向 (N600W)と

は大きく斜交する。

主要な面は、流水による侵食をうけ、条線は不明瞭になって
いるが、派生した害1)れ目には数条の条線が認められる。侵食
のため関口している。

山石山安十失石の色緑
。
淡
明
の
鮮
問
不

n
u
J
a
a
 

z
t
 

~ー界
5
境
径
の

岩
直
礁

擦
は
と

角
磁
質

灰
角
基

凝

リニアメントの位置

派生した割れ目に条線あり。
(N600E・2008W)

割れ目は僚を変位させていなL、。

火山際凝灰岩 -1 

→ 

凝灰角傑岩
-i 

測線

ーイ

関口した害1)れ目 (N450W'7508W)

割れ目(N380W.6008 W)開口し←割れ目 (N500W・900) 風化変質し軟質化し
風化変質L軟質化した部分を伴う割れ目 た部分を伴う。割れ
tl)れ目は褐灰色を呈するn 。目は褐灰色を呈する o
変位は認められない。 o 変位は認められない。

付図 4 玉川左岸支流の露頭スケッヰ図(断層番号⑫)

N 500E 

2 3m  
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断層番号 @ 露頭地点 ヤチナイ沢

~ .aJi区分 (11法面 (21河床 4U 3))河岸 (41浸食崖 (51披 (61崩境地 (71その他

茅沼累屈の流紋岩 (Ktrl)を切る断庖

スケッチ図

c.--- \ち._~ ，・い ー.l'・・ヘー ~ 、4
-・喝件、~ I • .ー-園、，，、，・・・，1.，'・ h ー.・ ー，・ F ・噌'''1 .' '1 --.、' 
.，-: I.j.......;-.・一人: ，?同 ¥ー... ¥ ‘ ‘ ト'.L

a己惜十物、.コ司f 司 ・、 比15L :Jf..l.l.4Iユ~WJ ，" '1::...:;，，，，，\，.~.~~:-:，-:~~~:.::: I~守、:.....・，-.. r=h司"一....一vvv-

<t;~Tl) 焚ぷ;J 民γ添応;;行 i
ヰ際高;E64|I1lV/紛れれら傑(¥℃UM
lktrjf出J神じ!?て;zCJ:;、Xl叫んトご勾

r.~.ft-V- l i¥¥t..1.Jγ: 1-;10E~VaNJL 二
企 A 、，- I a I T T-~，、ミ;:L-ìl~a 

f t(aj 75E~ 1¥ SCALE|vzI命日

40W ←」
ドー2m- w一=lj， 2∞ 

底面想定図 1/入¥IX:ぶ¥渋¥¥ふ¥¥¥¥¥ 方位/イ ¥批
///へ Y\Uへ \170f\/へ 752\~~È\\\ ¥ ノ

32V11 34w 45W 胡W N 

定向・傾斜(@・無・不明)! N45"W'750NE 鏡 肌(命・無)I 
代変位置(有・無・郎防)i 条 線(偽・無)I 
接する地質 上盤:流紋岩 条線の方向((l}l明瞭 (2)不明瞭 S45

0 
E ・30

0

的 下盤:流紋岩 表層・被積層の切断(有・伺)

断層の規模 e項-ーーー一目-一ー.........幅-ー一ーーーー ーーーーーぬ 性 ーーーー抜ー，

断層 〈鈎幅偲〉 時野磁立』関理硲出与生帯健 一-初主E一i!個tJl平網〈j寝f目k状Zwず中のれ割百型国れ醐結よ目，笥}色集ゅ埼俸(南種-L1〈証意無}思)五EIfJJ二)ム径f@(研一個一一) 一

熱水変質 (有・側)

その他の断層

断層幅( IO四) 記事

b粘土幅 1cm ) 茅沼累届の流紋岩とこれを被告置する段丘堆積物が発達する。
角雌幅( 9帥)
鏡肌(有・無) 流紋岩には小規模な断層および割れ目が認められる。

|断賭幅( m〆 露頭全体が風化している。
粘土幅( ノ合)

c角傑幅(/ cm) 

鏡肌94事・無)
断層~( cm ) 

粘」ピ幅( 醐〕

d~司喋幅( 四)

11鏡肌(有・無)

付図 5 ③断層露頭スケッチ

R
d
 









. 

露頭番号 回 露頭地点 露頭番号 1 1 2 - 1 

記事

瀬棚層下部層は、細粒砂岩で、中粒砂岩の簿層をはさむ。走行・傾斜はN40E ・

2 50 SEである。上位にはゆるい起伏をもって白炭層が不盤合に覆っている。白炭層

は、下部が砂傑層で、上部が築理の発達した中粒砂層と薬理の不明瞭な細粒砂層であ

る。白炭層の上部層には、下位の地層と調和的な傾斜が認められる。最上位には段丘

堆積物が分布する。地形面に摺曲の影響が及んでいる可能性あり。明瞭な割れ目や断

層は、認められない。

付図 7 イサマナイ川左岸の地質露頭スケッ乎
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白炭東のリニアメント近傍IC認められる断層露頭スケッチ



断層番号 @ 露頭地点
見:松内町白炭

露頭番号 J 1 3 -1 (1到休営農道)

露頭区分 法函(標高 85 m ) 白炭層を切る断層

1' 4 m ト2m-
黄茶褐色火山灰層

暗茶褐色火山灰層

ー一年代測定試料¥採取|位置 / (割れ目発達)

v 
灰色シルト層

~ 空ヤ} 戸 ー、・ー 〆 ~ ~ 句、
火山灰砂崩質ー

， ~ ----， ~ d 量三_____I ~ え 〈さり喋厨

トプ J ーーa・，..-‘ ・.~~ 与守.み、:tN20E• τ 'デ、ーピ P??λ」ー~. . .・冒，. 
. ー1:::・.

ー白 ー占. ~.~-:~~~-1-デ +・.~・"

長系， ，、 ，、
乞デ戸 空ヲピ

占一~.-宇

ド・;0>>-'
ーー

仁三;;民主~三?仏. 』三N6日W対日Zゆ5SW」吋1、N，iE|:r.7 
. . 

ー灰桜石白質色火止正h百 ;，;<: 

去4位トパ:元三
4‘ tf!?納札 ミ弱者記みlpsw

~ V~1/1∞ 
l.t 

d， 4 E宅.'・・
I 1 ft.(a) 

ピート 灰色シルト届 崩土 質問|色砂岩| シルト岩 黄褐色砂岩
H-1/2日日

底面忽定図
/グJ手乏三宅f五万三'<そ妥ゑ努錫:方位ぷ¥倍北

定向・傾斜

代 変 位量

表
接する地質
的

な

断
断層の幅
層
(a) (0.5cm) 

熱 7J< 

断層幅

粘土幅
(b) 
角礁幅

そ 鏡肌

の 断層幅

他
(c) 
粘土幅

の 角礁幅

断 鏡肌
層 断層幅

伺)
粘土幅

角傑幅

鏡肌

¥二yN65W・40NW~
rt(a) 

N1日。W ‘420SW 鏡 肌 有

4 0 cm 条 線 有

上 盤 くさり礁層・シルト厨 条線の方向 N 6 5"W・ 400NW
下 盤 くさり傑層・シルト層 表層・被覆層の切断 無 火山灰層

項 目 幅 性 状
粘 土 日5 cm 灰白色、軟質

角 様 。cm 
破砕得 。C鴻
変 質 無

C初
記事
cm 
C溜

cm 

cm 
C初

C胃

C濡

C胃

瀬棚層下部腐は、{沙岩‘ごシルト岩の互j白からなる。上位には、砂層、

灰色ジJレト庖、くさりI探層、ピートからなる白炭層が不整合に波う。断

層(心は、白炭扇のシJレト鰯の下部まで切っているが、シルト層の上部及

び火山灰層は切っていない。断層の傾斜は、上方へ向ってゆるくなる。

断層(a)の変位置は、くさり{深層の下面で 40cm、くさり傑層の上面では

不明瞭で灰色シルト腐では Ocmである。

切取りの反対側では、断層の述続性が認められない。

山岸・木村(1981 )の白炭東断層露iiJjBに相当。

付図 8 ⑨断層露頭スグッチ
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断層番号 ② 露頭地点黒松内町白炭 露顕番号 K 1 3 -1 

露顕区分 法面(標高?日 m) 白炭}習を切る断層

V 也 唱曲品由 11 ~ 1 ~、16 占 b
卜4位。人が札制 1>(¥.) 1' 'ik ~ ー』問 /:'i戸臥きにトごh=，.，t， ~ ι区 1・・¥¥!¥iド訪問'1定試Ht印刷

と~:..\?τでf・三.:で防司ニーコて-~ピ川、批地山
フ AC'"ト・「Lご τ ，lτ1 """"，\~}..~\:ι 平三 1¥l、¥/ I I 
。円二 J干7・→=ムき亡475'巨主:コ a ーぷ にプ、 rく↓Jh
-.=-JJ-; ~;τ 之22 〆アペ|ででよえよ三百t/-LE: り:介)1 
hJf-J ・ .1 ・"ハATt-itf/「二 -(II?~
日レ.'..I."， ~'0L..;"..:

くLi:;ヰミミミて己認先送-iZ二一一一二6.==p
'" I "r;;WM-EZ7131巳ふユfJuiHN

A 氏縄色砂崩"~ ，，"(~I ，， 146~";7WJて闘土" I " コ" 1 "1 / r .... AI ~ 1" V..l/臼

制色い叶脳 H(a くさ明.'I 1--11mー
1H~l/50 

底面悠定図 NJ2v肺e河・ ・・N‘2l7wr. Yi{也(9/日1「t 位北

39SWi(b1 4ふ記 ¥し)
走向・傾斜 N270w・460SW 鏡 肌 無

代変位量 5日開 条線無

表 る 上 盤くさり礁層・シJレト層 条線の方向

接す地質 下 盤 くさり礁層・シJレト層 表層・被積層の切断|無 (粘土質火山灰層)

な 項目幅性 状

断断層の幅 粘 土 0. C/II淡褐色、軟質

層 (O.1C/11) 角様 口調
(a) 

破砕帯 o C/III 
熱水変質 無

断層幅 口1 C/II記事 1 
粘土幅 O. 1 佃
(b)角礁幅 o C/II 白炭層は、シJレト府、砂層、くさり傑層からなり、上位を粘土質火山
そ鏡肌 無 灰層が緩う。

の 断層幅 pd 断層(司は、露頭下方では明瞭であるがi上部のシルト厨では不明瞭に

他の {c}粘角傑土幅幅 A師 なり、上位の粘土質火山灰層は切っていない。断扇(ωの下方での変位置
断 鏡肌/ は20cmで、断層は、くさり傑層中で不明瞭になる。

層 断層幅 94 山岸・木村(1981 )の白炭東断層露顕Cに相当。

組)粘土幅 /棚
角磁幅 / C/II 

鏡肌レイ

付図? ③断層露頭スケッチ
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戸

断 層番号 @ 露頭地点 駒内町西熱符原野|露頭番号 K15-1 

露顕区分 法面(若葉高 90 m ) 白炭層中の断層

シノレト層

.， 
¥ 隆寺 Eが一--・、，""一-ー' 序三:

。 .. ~ & 
A 

~ 4匙
z乏言でPI . . 

." dJlwii 阪;-iJ35てa 
4匙
..-

~" .. 
A -. 

Aて741七号:1rプ .. . 
|ト一一 ." 間静F一~" 
麟 土 • • コ吋.'" 3m 

IA 

H= vr∞ 3霊童璽
記面I1llt図 方位~ejt

熱水

l断粘層土幅幅

|角探幅

鏡肌

I(c 
車;+幅

清高官
|鏡肌

l居

瞳Irrll 
鏡肌

ヒノ
N 7 O"W・ 8OON E 鏡肌無

上項下 40盤鍵目個jlタシルル傷トF屑届 砂砂腐層1 偲鶴厨居 l条 緯 籍
性I条表線層の・被方覆向層の切断| 無 (シルト層、状くさり傑層)

粘土 日開

角傑 日間

破砕搭 2日間

変質

O. 5 C/II 
0.5聞
日明

無

5 C/II 
o C/II 
5 C/II 
無

1C/11 

日制

1訓
熊

無

記事

| 白炭層のシルト層、砂層、礁層の互層中にみられる断層。

断層(a)は、幅 2O.anの般砕得で、砂撲が不規則にはさまっている。

断層(a)、断層制、断鴎(c)、断層(d)はいずれも上方で不明瞭になり消滅し、

表土下のくさり際層、シノレト腐を切っていない。

付図 10 ⑪断層露頭スケッチ
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